
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
生
成
、
動
態
、
及
び
そ
の
主
張

102 （258）

一
一
九
二
七
年
か
ら
三
四
年
を
中
心
に
一

菊

池

一

隆

へ　“XtVN

【
要
約
】
　
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
モ
ス
ク
ワ
の
中
国
人
留
学
生
グ
ル
ー
プ
と
中
共
か
ら
除
名
さ
れ
た
陳
独
秀
ら
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
形
成
さ
れ

た
。
双
方
と
も
ス
タ
ー
リ
ン
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
官
僚
的
指
導
へ
の
反
発
か
ら
形
成
さ
れ
た
た
め
、
民
主
を
強
調
し
、
か
つ
ソ
連
の
國
益
優
先
政
策
に
対

す
る
批
判
を
強
め
た
。
中
共
は
、
都
市
を
離
脱
し
、
農
村
へ
と
根
拠
地
を
求
め
、
中
国
革
命
を
最
終
的
に
勝
利
で
き
る
道
を
切
り
開
く
が
、
同
時
に
民
主

を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
上
海
等
の
都
市
に
留
ま
り
、
中
国
は
「
資
本
主
義
社
会
」
で
あ
る
が
、
民
主
が
未
完
成
と
の
認
識

か
ら
民
主
を
強
く
求
め
た
。
確
か
に
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
都
市
、
労
働
者
を
重
視
し
過
ぎ
、
農
業
圏
家
・
中
国
で
農
村
、
農
昆
を
軽
視
す
る
と
い
う
限
界

が
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
時
の
中
国
共
産
主
義
運
動
を
全
体
的
に
み
た
場
合
、
農
村
と
都
市
の
双
方
を
カ
バ
ー
で
き
る
勢
力
は
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
中
共
、

ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
も
に
限
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
農
村
、
都
市
を
分
担
し
、
相
互
補
完
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
一
年
九
・
一
八
事
変
後
、

ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
抗
β
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
色
彩
を
強
め
、
連
合
戦
線
の
結
成
を
呼
び
か
け
、
第
三
勢
力
と
共
同
歩
調
を
と
り
、
福
建
人
民
革
命
政
府
、

さ
ら
に
両
広
事
変
、
西
安
事
変
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
へ
の
流
れ
を
創
り
出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
九
巻
二
号
　
一
九
九
六
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
ソ
連
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
対
立
を
背
景
に
、
中
国
で
も
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
と
略
称
）
中
央
と
ト
偉
ツ
キ
ー
派
の

間
で
激
論
が
闘
わ
さ
れ
た
。
こ
の
間
竿
は
中
共
の
路
線
問
題
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
極
め
て
複
雑
な
上
に
、
ト
臣
ツ
キ
ー
派
を
社
会
的
に
抹

殺
す
る
た
め
の
中
傷
文
献
も
散
見
し
、
事
実
の
確
定
も
困
難
な
場
合
す
ら
あ
る
。
だ
が
、
中
園
共
産
主
義
運
動
の
本
格
的
解
明
に
は
、
中
共
総
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書
記
時
期
の
西
独
秀
、
そ
し
て
輩
秋
高
、
李
立
三
、
王
明
、
毛
沢
東
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
た
形
で
中
共
か
ら
除
名
さ
れ
た
り
、

分
裂
し
た
多
数
の
人
々
の
研
究
は
急
務
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
、
分
裂
す
る
の
か
。
主
張
点
、
対
立
点
は
何
か
。
分
裂
後
の
活
動
は
い
か
な
る
も
の

か
。
そ
う
し
た
研
究
は
分
裂
者
の
実
態
、
本
質
の
み
な
ら
ず
、
翻
っ
て
は
中
共
の
質
を
も
明
ら
か
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
ト
ロ

ツ
キ
ー
派
は
中
共
最
強
の
論
敵
の
一
つ
で
あ
り
、
決
し
て
看
過
で
き
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
重
要
テ
ー
マ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
要
因
は
上
述
の
史
料
問
題
と
共
に
、
無
意
識
的
に
も
タ
ブ
ー
視
さ
れ

て
き
た
側
面
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
か
く
し
て
、
日
本
に
は
専
論
は
な
く
、
僅
か
な
研
究
も
他
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

戦
時
中
、
ω
草
野
文
男
『
支
那
辺
区
の
研
究
』
国
民
社
（
｝
九
四
四
年
）
が
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
を
中
共
分
析
の
一
環
と
し
て
と
り
あ
げ
、
影
響
力
の

弱
い
微
細
勢
力
と
し
、
戦
後
は
②
横
山
宏
章
『
陳
独
秀
』
朝
日
選
書
（
一
九
八
三
年
）
が
、
陳
の
主
張
を
李
立
三
極
左
路
線
と
の
比
較
で
一
定
の

評
価
を
し
な
が
ら
も
、
毛
沢
東
の
農
村
革
命
よ
り
非
現
実
的
で
あ
っ
た
と
す
る
。
中
国
で
は
八
○
年
代
に
研
究
が
開
始
さ
れ
、
例
え
ば
㈲
劉
漏

壷
「
中
国
的
托
洛
斯
基
主
義
運
動
」
、
複
印
報
刊
資
料
『
中
国
現
代
史
』
一
九
八
六
年
第
四
期
は
、
同
派
は
錯
誤
、
孤
立
し
、
新
民
主
主
義
革

命
の
勝
利
で
破
産
し
た
と
全
否
定
す
る
。
㈲
王
学
勤
「
陳
出
藍
与
叢
薄
難
聴
主
義
」
『
中
国
現
代
史
』
一
九
八
六
年
第
一
期
は
、
陳
が
「
二
回

革
命
論
」
を
基
礎
に
部
分
的
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
理
論
を
受
容
し
た
だ
け
で
、
結
局
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
者
で
あ
っ
た
と
す
る
。
㈲
唐
宝
林
『
中

国
托
派
史
』
（
東
大
図
書
公
司
、
一
九
九
四
年
）
は
、
同
派
が
国
民
党
反
対
と
と
も
に
、
都
市
中
心
、
労
働
者
重
視
を
教
条
的
に
絶
対
化
し
、
中
共

の
農
村
重
視
、
農
民
主
力
軍
に
反
対
し
た
た
め
、
国
共
両
党
の
挾
撃
に
あ
い
、
絶
え
ず
分
化
し
な
が
ら
五
二
年
に
消
滅
し
た
と
し
、
陳
が
理
論

探
求
に
終
始
し
た
の
に
対
し
、
毛
は
実
践
・
経
験
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
理
論
を
再
検
討
し
、
中
国
に
適
し
た
「
周
辺
革
命
論
」
へ
と
発
展
さ
せ

た
と
す
る
。
他
に
⑥
郵
学
稼
『
所
謂
〃
托
匪
漢
好
”
事
件
』
国
際
共
党
問
題
研
究
社
（
一
九
七
六
年
）
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
抗
日
戦
争
時
期
を
対

象
と
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
全
面
否
定
す
る
劉
論
文
も
あ
る
が
、
王
論
文
は
陳
が
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
否
か
の

議
論
を
出
し
、
特
に
唐
は
実
態
、
全
体
像
を
か
な
り
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
限
界
の
み
が
強
調
さ
れ
、
唐
に
し
ろ
毛
と
の
対

比
の
中
で
消
滅
す
る
必
然
性
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
「
善
悪
二
元
論
」
的
発
想
を
脱
却
し
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
①
生
成
、
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②
動
態
、
③
主
張
等
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
本
質
、
特
色
を
導
き
出
す
努
力
を
し
、
と
り
わ
け
限
界
や
毛
と
の
対
比
の
み

な
ら
ず
、
一
定
期
間
存
在
し
た
必
然
性
、
当
時
の
政
治
構
造
の
中
で
の
位
置
、
及
び
歴
史
的
役
割
の
考
察
に
力
点
を
置
く
。
そ
の
際
、
事
実
確
・

定
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、
主
要
四
派
の
中
で
主
張
を
直
接
知
り
う
る
機
関
誌
を
唯
一
入
手
で
き
、
か
つ
最
も
影
饗
力
の
あ
っ
た
無
産
者
社
・

陳
独
坐
を
中
心
と
す
る
が
、
常
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
全
体
の
動
向
を
念
頭
に
置
く
。
な
お
、
「
中
国
共
産
党
左
派
反
対
派
」
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の

自
称
で
あ
り
、
中
共
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
を
「
（
革
命
の
）
取
消
派
」
等
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
国
民
会
議
、
及
び
自
由
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

要
求
と
の
関
連
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
①
拙
稿
「
『
国
罠
会
議
』
を
巡
る
政
治
力
学
」
、
狭
間
直
樹
編
『
一
九
二
〇
年
代
の
　
　
　
　
立
際
－
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
報
告
』
竪
琴
書
院
、
一
九
九
五
年
。
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剛
　
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
生
成

　
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
モ
ス
ク
ワ
で
形
成
さ
れ
た
。
第
一
次
国
共
合
作
下
の
一
九
二
五
年
秋
、
孫
文
の
遣
志
を
継
ぎ
、
国
民
革
命
を
完
成
さ

せ
る
幹
部
養
成
を
目
的
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
令
で
モ
ス
ク
ワ
に
孫
逸
興
労
働
大
学
（
以
下
、
中
山
大
学
）
が
設
立
さ
れ
る
と
、
国
民
党
要
人

は
喜
ん
で
次
々
と
子
弟
を
留
学
さ
せ
た
。
湖
南
、
広
東
出
身
者
が
大
多
数
を
占
め
、
北
方
出
身
者
が
こ
れ
に
次
い
だ
。
二
七
年
以
降
、
学
長
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
革
命
家
で
ト
戸
ツ
キ
ー
派
の
ラ
デ
ッ
ク
で
あ
り
、
中
山
大
学
は
そ
の
影
響
を
受
け
、
r
中
国
人
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
を
生
み
出
す
母
体

と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
従
来
、
ソ
連
の
少
数
民
族
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
留
学
生
を
収
容
し
て
い
た
大
学
に
霊
験
労
働
者
共
産
主
義
大
学

（
以
下
、
東
方
大
学
）
が
あ
っ
た
。
当
然
、
中
国
人
留
学
生
は
中
山
大
学
の
設
立
以
前
、
こ
こ
に
入
学
し
て
い
た
が
、
学
長
が
ス
タ
ー
リ
ン
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
シ
ュ
ミ
ア
ツ
キ
ー
で
、
両
大
学
は
校
風
的
に
対
立
し
た
形
態
を
採
っ
て
い
た
。
二
七
年
中
国
で
四
・
一
ニ
ク
！
デ
タ
が
勃
発
す
る
と
、
下
国

革
命
、
国
共
合
作
問
題
を
巡
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
間
で
激
論
が
展
開
さ
れ
た
。
中
国
問
題
で
あ
っ
た
た
め
、
中
山
、
東
方
両
大

学
の
留
学
生
に
極
め
て
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
う
し
た
時
、
一
一
月
七
日
「
十
月
革
命
十
周
年
」
記
念
祝
典
が
赤
の
広
場
で
挙
行
さ
れ

た
。
中
山
大
学
生
毒
素
喬
、
陸
　
淵
ら
は
ソ
連
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
共
に
、
主
席
台
の
前
を
通
過
す
る
時
、
突
然
「
添
ロ
ッ
キ
ー
擁
護
」
「
ス
タ
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…
リ
ソ
反
対
」
の
垂
れ
幕
を
掲
げ
た
。
こ
の
事
件
は
ソ
連
共
産
党
申
央
を
激
動
さ
せ
、
一
二
月
一
八
日
ソ
運
共
産
党
一
五
回
代
表
大
会
は
ト
ロ

ツ
キ
ー
の
除
名
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
中
山
大
学
で
も
ト
偉
ツ
キ
ー
派
と
見
な
さ
れ
た
留
学
生
は
学
籍
、
党
籍
を
剥
奪
さ
れ
、
帰
国
が
命
じ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
た
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
ラ
デ
ッ
ク
も
解
任
さ
れ
、
後
任
学
長
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
派
の
ミ
フ
が
就
任
し
た
。

　
二
八
年
春
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
江
断
同
郷
会
」
事
件
が
発
生
し
た
。
孫
冶
方
に
よ
れ
ば
、
孫
ら
は
東
方
大
学
で
翻
訳
の
仕
事
を
し
て
い
た
た

め
、
裕
福
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
夏
期
休
暇
に
会
食
し
て
い
た
時
、
丁
度
、
中
山
大
学
公
社
主
任
王
長
煕
が
通
り
か
か
り
、
孫
の
部
屋
に
い
た
の

が
全
て
実
需
出
身
老
で
あ
っ
た
た
め
、
疑
心
暗
鬼
と
な
っ
た
。
こ
の
話
が
中
山
大
学
支
部
局
に
伝
わ
り
、
「
江
漸
同
郷
会
」
が
成
立
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
③

に
な
っ
た
の
だ
、
と
い
う
。
向
忠
発
は
、
こ
れ
が
「
反
党
費
組
織
」
で
「
蒋
介
石
と
結
託
し
て
援
助
を
受
け
て
い
る
」
と
確
信
し
、
中
山
大
学

で
講
話
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
学
生
に
大
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
結
局
、
学
生
＝
一
人
の
党
籍
、
嘉
穂
が
剥
奪
さ
れ
、
寒
入
の
逮
捕
者

を
出
す
に
至
っ
た
。
こ
の
裏
に
は
、
ミ
フ
の
支
持
下
で
、
中
山
大
学
学
生
党
部
の
王
明
が
事
件
を
利
用
し
て
、
王
覇
中
心
の
ス
タ
ー
リ
ン
派
留

学
生
の
地
位
強
化
を
謀
る
画
策
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
疑
問
を
も
っ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
中
共
代
表
団
責
任
者
の
雀
叢
書
は
広
範
な
聞
き
取
り
と
と

も
に
、
鄙
中
夏
ら
に
真
桐
を
調
査
さ
せ
た
。
八
月
一
五
日
中
豊
代
衰
齢
は
ソ
連
共
産
党
中
央
政
治
局
に
対
し
て
「
江
漸
同
郷
会
」
の
処
置
に
異

論
が
あ
る
と
し
、
同
時
に
中
共
中
央
に
組
織
的
党
派
活
動
を
確
認
で
き
な
い
と
の
書
簡
を
出
し
た
。
か
く
し
て
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
監
察
委
員
会
、

ソ
連
共
産
党
監
察
委
員
会
、
中
共
代
表
団
が
連
合
審
査
委
員
会
を
組
織
し
、
調
査
に
乗
り
出
し
、
二
八
年
秋
「
江
漸
同
郷
会
」
と
い
う
反
動
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

織
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
の
結
論
に
達
し
た
。
こ
う
し
て
、
王
明
ら
の
セ
ク
ト
活
動
は
一
定
程
度
挫
折
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
学
外
同
郷
会
」
に
囲
を
奪
わ
れ
て
い
た
二
八
年
八
月
、
中
山
大
学
に
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
秘
密
組
織

が
本
当
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幹
事
会
を
最
高
機
関
と
し
、
安
福
が
総
幹
事
で
、
萢
金
標
、
李
平
、
大
福
林
ら
が
参
加
し
、
ト
ロ
ツ
キ
ー

派
文
献
の
下
文
訳
等
の
活
動
を
し
た
。
九
月
に
は
、
中
山
大
学
生
の
張
芳
、
施
工
雲
、
陳
逸
謀
、
宋
逢
春
、
瀟
振
粛
ら
が
帰
国
し
、
中
国
で
ト

ロ
ツ
キ
ー
派
形
成
の
初
歩
的
墓
盤
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
同
年
冬
、
モ
ス
ク
ワ
の
中
国
入
留
学
生
の
中
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
大
き
く
発
展
し
た
。

最
高
学
府
の
レ
ー
ニ
ン
学
院
か
ら
中
山
大
学
に
至
る
ま
で
ト
ロ
ッ
キ
…
派
が
い
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
中
山
大
学
で
は
全
学
生
四
百
属
名
中
、
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蒋
経
国
等
の
シ
ン
パ
を
含
め
れ
ば
一
四
〇
～
一
五
〇
人
は
い
た
と
さ
れ
る
。
年
末
、
全
ソ
連
の
中
国
人
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
二
百
余
人
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
、
全
中
国
入
留
ソ
学
生
の
約
半
数
に
当
た
る
探
鉱
余
人
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。
王
命
ら
学
校
党
部
は
早
く
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

警
戒
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
潜
行
し
、
飛
躍
的
発
展
を
示
す
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
勢
力
の
状
況
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
ソ
連
の
状
況
が
中
国
に
波
及
し
た
形
で
、
中
国
内
で
初
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
組
織
で
あ
る
「
我
国
的
話
」
派
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
主
要
人
物
は
中
山
大
学
留
学
生
で
、
古
墨
喬
以
外
は
モ
ス
ク
ワ
で
中
妻
共
産
主
義
青
年
國
に
潴
讃
し
て
い
た
が
、
実
際
闘
争
の
経
験

は
不
足
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
ら
は
二
七
、
八
年
に
前
後
し
て
ソ
連
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
秘
密
組
織
に
加
入
し
た
。
そ
し
て
、
二
八
年
冬
、

帰
国
途
中
、
梁
幹
喬
、
区
芳
、
張
特
、
王
子
平
、
史
唐
、
陸
一
淵
ら
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
列
車
内
で
反
対
派
会
議
を
開
催
し
、
中
国
ト
ロ
ツ
キ

ー
派
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
か
く
し
て
、
二
九
年
一
月
「
我
十
重
話
」
派
は
上
海
租
界
で
三
日
間
、
創
立
大
会
と
し
て
第
一
次

代
表
大
会
を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
〈
中
央
総
書
記
〉
施
軽
羅
、
〈
中
央
宣
伝
部
長
〉
陸
一
淵
、
〈
中
央
組
織
部
長
〉
張
特
、
〈
江

漸
区
書
記
〉
氷
圧
奄
、
〈
南
方
区
書
記
〉
首
題
喬
、
〈
南
方
区
組
織
部
長
〉
陳
逸
謀
、
〈
南
方
区
宣
伝
部
長
〉
区
芳
、
〈
北
方
区
書
記
〉
宋
寒
暑
、

〈
北
方
区
撃
手
部
長
〉
瀟
洋
泳
、
〈
北
方
区
組
織
部
長
〉
李
梅
五
で
あ
っ
た
。
中
心
任
務
は
ス
タ
ー
リ
ン
と
中
共
中
央
の
日
和
見
主
義
的
指
導

へ
の
反
対
で
あ
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
①
中
共
中
央
に
反
対
派
問
題
の
公
開
討
論
を
要
求
す
る
、
②
中
共
中
央
委
員
会
の
改
選
、
③
中
共
中
央
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
中
国
問
題
に
関
す
る
公
開
討
論
を
要
求
せ
よ
、
④
ト
ロ
ツ
キ
ー
指
導
の
回
復
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
中
共
と
別
組
織
を
創
る

意
図
は
な
く
、
党
内
派
閥
と
し
て
中
共
中
央
の
変
革
を
目
指
し
た
。
な
お
、
大
会
に
は
一
般
民
衆
の
参
加
は
な
か
っ
た
。

　
「
我
椚
的
話
」
派
の
最
高
機
関
は
総
幹
事
会
で
あ
り
、
そ
の
下
に
「
江
漸
」
「
南
方
」
「
北
方
」
の
三
区
に
分
け
た
。
主
要
に
上
海
、
香
港
、

広
東
の
三
区
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
特
に
労
働
運
動
を
重
視
し
た
。
上
海
で
は
史
唐
と
陸
一
淵
が
知
識
分
子
と
労
働
者
を
結
び
つ
け
、
香
港
で

は
区
芳
と
陳
逸
謀
が
自
ら
埠
頭
で
労
働
者
と
な
り
、
労
働
階
級
と
の
関
係
を
作
っ
て
い
っ
た
。
特
に
区
芳
は
一
年
足
ら
ず
で
三
百
人
の
労
働
者

　
　
　
　
　
　
⑦

を
組
織
し
て
い
る
。
王
文
元
（
凡
西
）
に
よ
れ
ば
、
二
九
年
九
月
の
第
二
次
代
表
大
会
時
期
に
は
全
中
国
に
五
百
人
の
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、
上
海
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

香
港
、
広
州
、
武
漢
、
蘇
州
、
ハ
ル
ピ
ン
の
各
大
都
市
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
誇
張
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
一
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中国トロツキー派の生成，動態，及びその主張（菊池）

応
順
調
な
発
展
を
示
し
て
い
た
と
見
な
せ
よ
う
。
た
だ
、
問
題
は
思
想
の
純
粋
性
を
保
つ
と
い
う
理
由
か
ら
か
「
我
椚
的
話
」
派
は
閉
鎖
主
義

的
傾
向
が
強
く
、
帰
国
留
学
生
の
あ
る
部
分
は
中
共
幹
部
と
は
椙
い
れ
な
か
っ
た
た
め
、
「
我
椚
的
話
」
派
と
交
渉
す
る
が
、
拒
絶
さ
れ
た
と

い
う
。
か
く
し
て
、
当
初
発
展
し
な
が
ら
も
自
ら
枠
を
狭
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
国
内
で
も
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
生
成
の
別
の
大
き
な
流
れ
が
存
在
し
た
。
周
知
の
通
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
陳
独
秀
ら
に
革
命
失

敗
の
全
責
任
を
負
わ
せ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
中
共
内
に
強
い
不
信
感
を
残
し
た
。
二
七
年
八
七
会
議
で
、
麗
秋
白
は
、
陳
が
右
翼
日
和
見
主
義

の
政
策
を
実
施
し
、
中
共
の
独
立
を
放
棄
し
、
革
命
的
大
衆
を
無
視
し
た
と
批
判
し
、
臨
時
中
央
政
治
局
を
樹
立
し
た
。
た
だ
、
八
月
陳
は
上

海
に
行
っ
た
後
も
、
中
共
中
央
の
職
務
を
離
れ
て
お
ら
ず
、
中
央
の
方
も
多
く
の
間
題
を
相
談
し
た
。
し
か
し
、
九
月
秋
収
蜂
起
と
繰
り
返
さ

れ
る
暴
動
を
見
て
、
陳
は
暴
動
の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
無
意
味
で
あ
り
、
経
済
闘
争
を
重
視
す
る
こ
と
で
広
範
な
大
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
動
か
せ
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
一
二
月
広
州
蜂
起
の
時
、
中
共
中
央
に
①
香
港
の
帝
国
主
義
と
の
武
装
衝
突
を
極
力
避
け
る
、
②
国
民

党
左
派
、
及
び
課
平
山
の
第
三
党
と
連
絡
を
と
る
必
要
を
力
説
し
た
。
中
共
中
央
は
①
に
つ
い
て
は
相
談
の
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
②
は
日
和
見

　
　
　
　
　
　
　
⑩

主
義
と
し
て
退
け
た
。
で
は
、
何
故
陳
は
諌
平
山
に
固
執
す
る
の
か
。
調
は
二
七
年
一
〇
月
中
共
を
除
名
さ
れ
た
が
、
理
由
は
「
国
共
合
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

際
、
至
る
と
こ
ろ
で
国
民
党
に
従
い
」
、
聖
日
事
変
後
、
「
公
然
と
農
政
部
長
の
資
格
で
農
民
運
動
を
ゆ
き
過
ぎ
と
し
て
退
け
た
」
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
第
一
次
国
共
合
作
期
、
陳
と
同
一
歩
調
を
と
り
、
除
名
理
由
も
陳
と
同
一
で
あ
っ
た
。
諏
の
除
名
に
よ
り
中
共
か
ら
の
脱
党
者
は

三
千
余
人
に
も
達
し
た
。
一
二
月
郡
亡
魂
ら
が
第
三
党
を
結
成
す
る
が
、
例
え
ば
、
章
伯
鈎
が
第
三
党
に
合
流
し
た
外
、
韓
無
憂
、
呉
明
（
賀

龍
の
秘
書
長
）
、
彰
沢
民
（
中
共
党
員
で
、
国
民
党
中
委
、
中
央
海
外
部
長
）
、
林
祖
烈
、
及
び
こ
の
時
、
複
数
の
資
料
で
傍
証
で
き
な
い
が
、
葉
挺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

葉
剣
英
も
加
入
し
た
と
さ
れ
る
。
上
層
部
の
み
な
ら
ず
、
各
省
幹
部
に
も
動
揺
が
広
が
り
、
江
西
の
李
小
筆
、
広
東
の
王
一
龍
、
山
東
の
王
模

ら
も
中
共
を
脱
党
し
て
第
三
党
に
加
入
し
た
。
陳
か
ら
み
れ
ば
、
同
様
な
批
判
を
受
け
、
か
つ
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
諏
平
山
、
第
三
党
と

の
関
係
を
つ
け
た
い
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
陳
が
発
言
を
強
め
る
に
及
ん
で
、
中
共
中
央
も
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
。
特
に
、
二
八
年
六
、
七
月
モ
ス
ク
ワ
で
中
共
六
全
大

le7　（263）



会
が
開
催
さ
れ
、
呼
量
白
が
「
極
左
冒
険
主
義
」
と
し
て
退
け
ら
れ
る
と
、
李
立
三
が
実
権
を
握
っ
た
。
そ
の
政
治
決
議
で
は
、
中
国
未
統
一

の
「
半
植
民
地
」
で
「
半
封
建
」
盛
会
と
す
る
見
方
が
初
歩
的
、
か
つ
間
接
的
で
は
あ
る
が
示
さ
れ
、
そ
れ
故
、
中
国
革
命
の
現
段
階
は
「
ブ

ル
ジ
．
一
ア
民
権
革
命
」
で
あ
り
、
中
心
任
務
は
帝
国
主
義
打
倒
、
土
地
革
命
で
あ
る
が
、
民
族
資
本
家
、
小
資
産
階
級
上
層
が
革
命
を
裏
切
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
現
在
で
は
、
そ
の
原
動
力
は
プ
戸
レ
タ
リ
ア
と
農
民
で
、
ソ
ビ
エ
ト
を
樹
立
す
べ
き
と
し
た
。
六
全
大
会
後
、
陳
は
ま
だ
党
籍
は
剥
奪
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
よ
り
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
毎
月
三
〇
元
の
生
活
費
が
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
い
か
な
る
仕
事
も
さ
せ
ら
れ
な
か

　
⑭つ
た
。
こ
の
頃
、
陳
、
彰
述
之
、
鄭
緊
密
、
馬
玉
夫
ら
は
中
共
内
に
秘
密
組
織
を
成
立
さ
せ
、
中
共
中
央
之
対
決
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
彼
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

は
自
ら
を
一
つ
の
中
央
機
関
と
見
な
し
て
各
省
、
各
区
の
中
共
党
部
に
分
か
れ
て
活
動
し
始
め
た
。
こ
の
卜
す
で
に
「
我
椚
的
話
」
派
は
設
立

さ
れ
て
い
た
が
、
陳
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
五
月
塁
寛
か
ら
同
派
出
版
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
著
の
中
国
革
命
関
係
の
文
献
を
渡
さ
れ
、
同

年
秋
に
は
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
主
張
す
る
「
国
民
党
政
権
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
権
」
、
中
国
で
は
資
本
主
義
が
「
支
配
的
」
と
の
見
解
を
基
本
的
に

　
　
　
　
　
　
　
⑯

受
け
入
れ
た
と
い
う
。

　
一
細
九
年
八
月
中
東
鉄
道
（
東
清
鉄
道
、
「
東
支
鉄
道
」
）
を
巡
る
中
ソ
間
の
武
力
衝
突
が
発
生
し
た
。
中
東
鉄
這
は
ス
タ
ー
リ
ン
が
軍
事
的
、
経
済

的
観
点
か
ら
利
用
権
に
固
執
し
た
帝
政
ロ
シ
ア
以
来
の
不
平
等
な
権
益
で
あ
っ
た
。
形
式
的
に
は
中
ソ
共
同
管
理
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
が
利
用

権
を
独
占
し
て
い
た
。
こ
れ
を
不
服
と
す
る
国
民
政
府
が
、
東
北
に
お
け
る
反
日
の
反
帝
畷
路
運
動
の
矛
先
を
ソ
連
に
転
じ
、
そ
の
独
占
破
棄
、

「
赤
化
宣
伝
防
止
」
「
主
権
園
腹
」
を
掲
げ
て
強
将
接
収
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
共
は
「
ソ
連
へ
の
進
攻
戦
争
阻
止
」
を
打

ち
出
し
た
。
陳
は
中
国
人
の
民
族
感
情
を
考
慮
し
、
ま
ず
国
民
党
の
「
民
族
的
利
益
」
擁
護
の
仮
面
を
打
ち
砕
く
必
要
が
あ
り
、
「
ソ
連
擁
護
」

だ
け
で
は
最
も
目
覚
め
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
で
、
広
範
な
大
衆
を
動
員
で
き
な
い
。
中
東
鉄
道
を
中
ソ
共
同
管
理

に
戻
す
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
日
米
帝
国
主
義
の
中
東
鉄
道
を
巡
る
競
争
は
日
増
し
に
激
化
す
る
。
し
か
も
、
帝
国
主
義
国
間
の
戦
争
が
ソ
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

進
攻
戦
争
と
同
様
に
重
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
と
主
張
し
た
。
だ
が
、
中
共
中
央
は
帝
国
主
義
に
よ
る
ソ
連
進
攻
戦
争
が
主
な
危
険
と
断

じ
、
愛
重
森
も
陳
が
「
資
産
階
級
の
国
家
主
義
と
愛
国
主
義
の
観
点
に
立
っ
て
お
り
、
絶
対
に
社
会
主
義
の
無
産
階
級
の
観
点
と
は
相
反
す
る
」
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中国トロツキー派の生成，動態，及びその主張（菊池）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
し
、
陳
の
い
う
国
民
党
「
誤
国
政
策
反
対
」
は
自
己
の
階
級
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
と
非
難
し
た
。
結
局
、
＝
一
月
ソ
連
と
の
戦
闘
に
破
れ
た
張

学
歴
が
国
民
政
府
の
反
対
を
顧
み
ず
、
ソ
連
の
条
件
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
　
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
会
議
議
定
書
に
調
印
、
「
衝
突
以
前
の
状
態
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

に
戻
す
こ
と
で
決
着
が
つ
い
た
。

　
こ
の
意
見
対
立
も
絡
ま
り
、
二
九
年
一
一
月
中
共
中
央
は
「
取
消
派
」
と
し
て
陳
独
秀
、
差
音
之
、
察
振
徳
、
高
語
牢
、
大
池
静
、
馬
玉
夫
、

鄭
超
麟
、
陳
碧
蘭
ら
の
党
籍
を
一
斉
に
剥
奪
し
た
。
　
一
二
月
一
〇
日
豊
は
こ
れ
に
反
発
し
、
「
全
党
同
志
に
告
げ
る
書
」
を
発
表
し
た
。
そ
の

中
で
、
我
党
創
設
以
来
、
ス
タ
：
リ
ン
ら
の
「
日
和
見
主
義
的
政
策
を
忠
実
に
実
行
し
、
中
国
革
命
を
恥
ず
べ
き
悲
惨
な
敗
北
に
遭
遇
さ
せ
た
」

と
自
己
批
判
し
、
そ
の
後
、
国
共
合
作
、
国
民
党
か
ら
の
脱
退
問
題
を
、
二
・
七
惨
案
、
五
・
三
〇
運
動
、
中
山
艦
事
件
、
二
日
事
変
を
絡
め
、

具
体
的
に
陳
が
い
か
に
対
応
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
ス
タ
：
リ
ン
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
ど
の
よ
う
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
か
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、

当
面
の
反
革
命
全
盛
期
、
「
武
装
暴
動
」
や
「
ソ
ビ
エ
ト
樹
立
」
の
条
件
は
客
観
的
に
成
熟
し
て
い
ず
、
「
ソ
ビ
エ
ト
樹
立
」
は
当
面
は
教
育
宣

伝
の
ス
ロ
：
ガ
ン
に
す
ぎ
な
い
と
、
中
共
の
政
策
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
、
最
後
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
主
張
は
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
、
そ
の
支
持
を
明
白
に
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
二
月
一
五
日
陳
独
秀
、
彰
述
之
、
察
振
徳
、
鄭
超
麟
、
罪
寛
、
江
常
盤
、
何
資
深
、
馬
玉
夫
、
陳
石
蚤
、
羅
世
幡
ら
八
一
人
連

名
で
、
『
我
椚
的
政
治
意
見
書
』
を
発
表
し
た
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
ω
中
国
国
民
党
は
三
民
主
義
の
政
綱
上
、
実
業
建
設
計
画
上
、
上
層

分
子
の
成
分
上
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
で
あ
る
。
長
期
合
作
の
結
果
、
そ
の
反
革
命
性
を
覆
い
隠
し
、
大
量
虐
殺
を
摺
い
た
。
②
帝
国
主
義
の
圧

迫
は
階
級
連
合
を
促
進
し
た
り
、
階
級
闘
争
を
緩
和
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
国
民
党
は
抽
象
的
な
「
国
民
革
命
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ

り
労
農
大
衆
に
麻
酔
を
か
け
、
自
己
の
独
立
武
装
を
組
織
さ
せ
な
か
っ
た
。
③
在
日
事
変
後
、
国
民
党
資
産
階
級
の
民
主
革
命
参
加
の
歴
史
は

終
わ
り
を
告
げ
、
社
会
主
義
革
命
段
階
へ
と
歩
み
始
め
た
。
ω
資
本
主
義
は
都
市
を
占
領
し
た
の
み
な
ら
ず
、
郷
村
に
深
く
入
り
、
土
地
は
す

で
に
個
人
の
私
有
資
本
で
、
地
主
は
資
本
家
し
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
政
治
上
、
二
回
の
革
命
（
辛
亥
革
命
と
コ
九
二
五
～
二
七
年
革
命
」
）
を

経
て
政
権
を
掌
握
し
た
。
⑤
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
革
命
の
任
務
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
都
市
、
郷
村
の
貧
民
を
指
導
し
て
政
権
を
獲
得
し
、
初
め
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て
徹
底
的
に
完
成
で
き
る
。
⑥
革
命
情
勢
に
な
い
現
段
階
に
は
、
平
等
、
直
接
、
普
通
無
記
名
投
票
で
生
み
出
し
た
徹
底
的
に
民
主
的
な
国
民

会
議
を
か
ち
取
り
、
同
時
に
「
八
時
間
労
働
制
」
「
土
地
没
収
」
「
民
族
独
立
」
を
提
起
し
、
過
渡
期
の
四
つ
の
不
可
分
の
民
主
要
求
と
す
る
。

か
く
し
て
、
広
範
な
労
働
大
衆
を
公
開
の
現
実
的
政
治
闘
争
に
参
潴
さ
せ
、
徹
底
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
を
要
求
す
る
こ
と
か
ら
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
民
主
主
義
、
す
な
わ
ち
ソ
ビ
エ
ト
政
権
へ
と
歩
む
。
⑦
官
僚
集
中
制
を
民
主
集
中
制
に
代
え
、
討
論
と
批
評
の
自
由
を
実
施
す
る
。
一

切
の
政
治
的
自
覚
分
子
は
中
共
党
内
か
ら
官
僚
集
中
制
を
打
倒
せ
よ
。
最
後
に
①
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
指
導
回
復
、
②
中
共
中
央
に
除
名
さ
れ
た
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

志
の
党
籍
回
復
、
④
ソ
連
共
産
党
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
及
び
各
国
支
部
の
指
導
機
関
の
改
組
等
を
建
議
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
民
党
は
「
ブ

ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
、
中
国
は
「
資
本
主
義
社
会
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
社
会
主
義
革
命
段
階
に
あ
る
が
、
革
命
情
勢
に
な
い
過
渡
期
に
お
い
て

は
国
民
会
議
等
の
民
主
要
求
の
徹
底
に
よ
っ
て
労
農
を
糾
合
、
訓
練
し
、
革
命
を
準
備
す
る
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
中
国
を
「
半
植
民
地
半
封

建
社
会
」
と
規
定
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
段
階
と
し
な
が
ら
も
、
農
村
ソ
ビ
エ
ト
樹
立
を
最
優
先
す
る
中
共
と
の
間
に
鋭
い
対
立
を
誘
発
す
る

こ
と
に
な
る
。

①
　
淡
翁
「
莫
斯
科
中
山
大
学
外
史
」
『
現
代
史
料
』
第
四
集
、
一
九
三
五
年
五
月
、

　
一
八
七
～
｝
八
八
頁
。
望
凡
西
（
王
文
元
）
『
双
山
回
憶
録
』
周
一
行
、
一
九
七

　
七
年
、
五
三
～
五
四
頁
（
矢
吹
晋
訳
『
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
領
導
照
臨
柘
植
書
房
、

　
一
九
七
九
年
、
四
九
～
五
〇
頁
）
等
。

②
　
曹
仲
彬
、
戴
茂
林
『
莫
斯
科
中
山
大
学
与
王
明
』
黒
龍
江
人
罠
出
版
社
、
一
九

　
八
八
年
、
七
〇
～
七
三
、
七
七
頁
。

③
④
　
同
前
、
一
＝
二
～
一
一
九
頁
。

⑤
　
王
凡
西
、
前
掲
書
、
九
二
、
　
＝
二
八
頁
（
邦
訳
八
一
～
八
二
、
　
一
二
〇
～
一
二

　
一
頁
）
等
。

⑥
　
王
健
民
『
中
国
共
産
党
包
里
』
第
二
編
、
中
文
図
書
供
応
社
、
】
九
七
四
年
、

　
一
｝
九
～
一
二
〇
頁
。

⑦
　
労
他
「
追
悼
我
椚
的
死
者
－
区
芳
同
志
」
『
火
花
』
一
巻
六
期
、
　
一
九
一
三

　
年
一
一
月
三
〇
日
。

⑧
王
凡
西
、
前
掲
書
、
｝
五
三
頁
（
邦
訳
＝
二
四
頁
）
等
。

⑨
　
「
陳
独
秀
来
信
」
一
九
二
七
年
一
一
月
、
中
央
椹
案
館
『
中
共
中
央
文
件
選
集
騙

　
第
三
冊
、
一
九
八
九
年
、
五
五
四
～
五
竃
五
頁
。

⑬
彷
魯
「
清
算
陳
独
秀
」
、
陳
東
暁
雲
『
陳
独
身
評
論
』
北
平
東
亜
総
局
、
一
九

　
三
三
年
、
七
五
頁
。

⑪
⑫
　
龍
門
書
店
編
『
中
国
共
産
党
発
起
人
分
裂
史
料
』
　
九
六
八
年
、
五
八
～
五

　
九
頁
。
菊
池
貴
晴
『
中
国
第
三
勢
力
史
論
均
一
古
書
院
、
一
九
八
七
年
、
七
五
買
。

⑬
　
「
政
治
決
議
案
」
一
九
二
八
年
七
月
、
『
中
共
中
央
文
件
選
集
隔
第
四
冊
、
　
一

　
九
八
九
年
、
二
九
六
、
二
九
八
～
三
〇
〇
、
三
四
〇
頁
等
。

⑭
　
中
国
國
民
党
組
織
部
調
査
科
編
『
中
国
共
産
党
之
透
視
』
一
九
三
五
年
二
月
、

　
一
一
一
八
頁
。
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⑯
　

並
離
掲
『
・
甲
圖
圏
共
産
党
発
起
人
分
烈
研
史
料
臨
、
　
幽
ハ
ゴ
ゴ
巨
［
。

⑯
唐
宝
林
「
試
論
陳
独
秀
与
托
派
的
関
係
」
『
歴
史
研
究
』
一
九
八
一
年
六
期
。

⑰
「
陳
独
秀
の
中
共
中
央
常
務
委
員
会
宛
第
二
信
」
一
九
二
九
年
八
月
＝
日
、

　
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
『
中
国
共
産
党
史
資
料
集
』
第
四
巻
、
一
九
七
二
年
、

　
四
賜
七
、
四
五
〇
頁
等
。

⑱
薬
稲
森
「
論
陳
白
亜
主
義
」
『
布
節
義
維
克
』
四
巻
五
期
、
　
一
九
三
一
年
九
月

　
一
〇
日
、
五
九
頁
。

⑭
　
饒
良
倫
腿
守
（
古
贋
忠
夫
訳
）
「
中
東
鉄
道
事
件
の
原
握
と
結
果
」
、
新
潟
大
学
『
東

　
ア
ジ
ア
』
二
号
、
一
九
九
三
年
。

⑳
陳
独
秀
「
全
党
同
志
に
無
げ
る
書
」
『
中
国
共
産
党
史
資
料
集
』
第
四
巻
、
五

　
三
二
～
五
四
〇
、
五
四
二
、
五
四
四
頁
。

⑳
　
　
『
我
椚
的
政
治
意
見
書
』
一
九
二
九
年
＝
一
月
一
五
日
。

二
　
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
各
派
の
成
立

中国トロツキー派の生成，動態，及びその主張（菊池）

　
一
九
二
九
年
＝
一
月
上
海
に
、
第
工
番
目
の
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
組
織
と
し
て
無
産
者
社
が
結
成
さ
れ
た
。
当
初
、
僅
か
三
〇
数
人
で
、
大

半
は
雲
量
秀
総
書
記
時
代
の
中
共
幹
部
で
あ
っ
た
。
『
我
椚
的
政
治
意
見
書
』
で
、
　
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ソ
に
ト
戸
ツ
キ
ー
の
党
籍
回
復
等
を
要
求
し

た
結
果
、
波
多
野
乾
一
に
よ
れ
ば
、
期
待
通
り
海
外
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
か
ら
資
金
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
も
連
絡
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
れ
、
俄
然
景
気
が
よ
く
な
っ
た
の
で
「
中
共
反
対
派
中
央
」
（
無
産
者
社
）
を
組
織
し
た
と
い
う
。
無
産
者
社
中
央
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

総
書
記
兼
政
治
局
主
席
団
主
席
は
陳
独
秀
、
常
任
委
員
（
以
下
、
常
直
）
兼
宣
伝
部
長
は
彰
述
之
、
常
宿
兼
組
織
部
長
は
高
語
志
、
常
聴
講
北
方
・

満
州
総
責
任
は
播
露
量
、
常
委
兼
農
民
部
長
は
李
季
、
蚕
下
兼
特
務
部
長
劉
仁
静
、
蚕
下
兼
青
年
部
長
王
独
清
、
常
委
兼
軍
事
部
長
張
職
漁
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

笹
島
兼
秘
書
長
の
察
春
嵐
は
工
人
部
長
、
江
蘇
省
書
記
も
兼
任
し
た
。
無
産
者
社
設
立
に
よ
る
中
共
の
党
内
危
機
も
厳
し
か
っ
た
。
中
央
か
ら

各
省
委
、
党
か
ら
青
年
団
、
さ
ら
に
大
衆
団
体
に
至
る
ま
で
同
調
者
が
現
れ
た
。
中
共
は
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
系
統
的
に
パ
ー
ジ
運
動
を

行
い
、
個
別
、
集
団
の
除
名
を
実
施
し
た
。
中
共
中
央
に
不
満
を
持
つ
が
、
国
民
党
に
ま
で
は
妥
協
で
き
な
い
者
が
次
々
と
無
産
者
社
に
加
入

し
た
。
と
り
わ
け
、
第
三
党
、
改
組
派
を
経
由
し
て
の
加
入
者
が
多
か
っ
た
ら
し
い
。
三
学
年
五
月
上
海
だ
け
で
加
入
者
は
三
百
余
人
に
上
っ

た
。
な
お
、
馬
玉
夫
は
元
中
共
江
蘇
省
委
の
労
働
運
動
指
導
幹
部
で
あ
り
、
以
前
の
人
脈
を
利
用
し
、
新
聞
社
や
絹
織
物
工
場
の
工
会
支
部
を

掌
握
し
た
外
、
鉄
道
、
電
車
、
建
築
等
の
多
く
の
労
働
者
を
獲
得
し
た
。
そ
の
数
は
僅
か
ニ
カ
月
弱
で
七
〇
～
八
○
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。
ま
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た
、
神
州
国
光
社
等
の
書
店
、
出
版
社
、
印
刷
工
場
と
も
関
係
が
つ
き
、
組
織
的
活
動
し
、
法
南
で
は
知
識
分
子
の
中
で
活
動
し
た
。
北
平
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
任
曙
、
江
槍
師
の
関
係
で
十
数
人
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
故
、
陳
独
秀
は
「
三
年
後
、
全
党
、
我
に
帰
す
」
と
豪
語
し
た
。
か
く
し
て
省
党
部

も
江
蘇
、
湖
北
、
湖
南
、
広
東
、
広
西
、
山
東
、
福
建
、
河
南
、
満
州
北
部
等
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
勢
い
は
一
つ
の
新
た
な
「
共
産
党
」
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
無
産
者
社
は
誕
生
す
る
と
す
ぐ
に
、
比
較
的
優
位
な
経
済
条
件
を
有
し
、
活
動
力
は
強
く
、

活
動
範
囲
も
広
か
っ
た
。
「
華
甲
的
話
」
派
の
沈
黙
主
義
に
対
し
、
無
産
者
社
は
積
極
的
に
政
治
宣
言
を
発
表
、
中
共
中
央
を
批
判
、
国
民
会

議
等
の
主
張
を
繰
り
広
げ
、
か
つ
陳
の
著
名
さ
、
政
治
能
力
も
あ
り
、
「
我
意
的
話
」
派
を
抜
き
さ
り
、
一
挙
に
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
代
表

的
地
位
に
立
っ
た
。
ど
こ
ま
で
達
成
さ
れ
た
か
不
明
点
も
残
る
が
、
組
織
は
〈
中
央
＞
1
〈
省
委
〉
一
〈
県
委
V
1
〈
区
委
＞
1
〈
支
部
〉
等
の
垂
直
系

統
に
し
ょ
う
と
し
て
い
た
。
市
原
は
省
委
の
下
に
置
か
れ
た
。
時
に
は
、
指
導
効
果
を
強
め
る
た
め
に
直
属
単
位
を
縮
小
し
、
幾
つ
か
の
特
別

委
員
会
を
設
け
て
数
県
の
党
務
を
管
理
さ
せ
た
。
た
だ
、
全
体
人
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
場
所
に
よ
っ
て
は
一
省
委
に
弊
風
の
党
務
を
兼

　
　
　
　
　
⑤

務
さ
せ
て
い
る
。

　
問
題
は
幹
部
間
の
対
立
で
あ
る
。
彰
述
之
は
陳
を
「
日
和
見
主
義
者
」
「
英
米
民
主
派
」
等
と
非
難
し
、
ま
た
、
陳
に
次
ぐ
地
位
を
巡
っ
て

彰
、
艶
情
麟
、
薦
垂
の
争
い
が
あ
り
、
ま
た
理
論
派
と
実
践
派
の
間
に
鋭
い
対
立
が
続
い
て
い
た
。
上
海
の
幾
つ
か
の
工
場
で
実
際
工
作
を
し

て
い
た
「
四
大
金
剛
」
（
強
熱
失
、
踏
鍬
瑠
、
葵
振
徳
、
醇
農
山
）
は
陳
周
囲
の
理
論
家
、
例
え
ば
彰
述
之
、
鄭
超
麟
、
サ
寛
ら
を
見
下
し
、
「
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
本
の
虫
が
百
事
の
文
章
を
書
こ
う
と
も
、
我
々
が
工
場
で
一
つ
の
支
部
を
行
う
力
量
に
及
ば
な
い
」
、
と
批
判
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
双
方

の
意
義
を
認
め
合
う
形
態
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

　
三
〇
年
三
月
機
関
誌
『
無
産
者
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
「
宣
言
」
に
よ
れ
ぽ
、
使
命
は
「
中
国
無
産
階
級
の
先
進
分
子
を
集
め
、
国
際
ボ
ル
シ

ェ
ビ
キ
・
レ
ー
ニ
ン
派
（
反
対
派
）
の
指
導
下
で
、
現
在
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
及
び
中
共
指
導
機
関
の
日
和
見
主
義
路
線
、
盲
動
主
義
策
略
、
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

僚
主
義
党
制
を
徹
底
的
に
掃
除
し
、
改
め
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
理
論
と
い
う
武
器
で
中
国
無
産
階
級
を
武
装
す
る
こ
と
に
あ
る
」
、
と
。

ま
た
同
誌
で
、
羅
世
懸
は
、
中
共
江
蘇
省
委
員
繊
維
漢
の
労
農
運
動
が
発
展
し
て
い
る
と
す
る
総
括
に
激
し
く
反
発
、
江
蘇
省
の
実
際
状
況
を
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示
せ
ば
論
破
で
き
る
と
し
、
①
上
海
で
は
、
四
・
一
丁
ク
ー
デ
タ
後
、
罷
工
運
動
は
停
止
し
て
い
な
い
が
、
闘
争
範
囲
は
非
常
に
狭
い
。
②
濾

東
区
委
は
大
産
業
区
域
に
十
の
支
部
も
な
く
、
経
常
的
に
会
議
を
開
い
て
い
る
の
は
五
つ
の
支
部
も
な
い
。
③
大
多
数
の
県
は
都
市
工
作
を
せ

ず
、
ほ
と
ん
ど
農
民
党
に
な
っ
て
い
る
。
④
江
陰
、
無
錫
割
信
の
農
氏
運
動
は
驚
動
主
義
の
影
響
を
受
け
、
今
な
お
組
織
を
回
復
で
き
な
い
。

⑤
党
は
す
で
に
無
頼
、
土
匪
、
富
農
、
学
生
の
上
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
⑥
革
命
闘
争
は
日
々
郷
村
、
山
岳
に
走
り
、
革
命
情
勢
は
復
興
し
た

　
　
　
　
　
　
⑧

と
見
な
し
て
い
る
、
と
非
難
す
る
。
ま
た
、
陳
独
秀
は
い
う
、
現
在
、
反
乱
兵
士
、
土
匪
、
「
神
兵
」
（
紅
燈
教
）
、
國
民
、
紅
槍
会
、
大
刀
会
等

を
加
え
て
組
織
さ
れ
た
「
紅
軍
」
が
日
増
し
に
発
展
し
、
こ
れ
ら
「
紅
軍
」
が
農
民
遊
撃
戦
争
を
指
導
し
、
大
都
市
に
影
響
を
与
え
、
新
た
な

革
命
の
高
ま
り
を
生
み
だ
し
、
土
地
革
命
を
完
成
し
、
ソ
ビ
エ
ト
政
権
を
樹
立
す
る
と
い
う
。
こ
れ
を
、
い
わ
ゆ
る
「
中
国
的
特
徴
」
と
す
る

が
、
「
郷
村
が
都
市
を
指
導
す
る
」
「
ル
ン
ペ
ン
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
労
働
者
を
指
導
す
る
」
と
い
う
政
策
を
、
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
反
対
派
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い
、
と
。

　
李
立
藁
は
こ
れ
ら
の
主
張
を
意
識
し
、
反
論
を
加
え
る
。
三
〇
年
四
月
李
は
「
全
国
的
規
模
で
の
革
命
の
新
た
な
高
潮
が
日
々
近
づ
き
つ
つ

あ
る
」
と
の
認
識
の
下
、
軍
閥
混
戦
の
拡
大
と
深
化
は
コ
省
ま
た
は
数
省
で
の
政
権
奪
取
」
に
有
利
な
条
件
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
都
市
を

重
視
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
闘
争
が
勝
敗
を
決
す
る
力
で
あ
り
、
毛
沢
東
ら
の
推
進
す
る
「
農
村
に
よ
る
都
市
包
囲
」
は
幻
想
と
い
う
点
で
は

ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
一
致
す
る
。
だ
が
、
同
時
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
闘
争
の
高
ま
り
を
農
民
暴
動
、
兵
士
反
乱
、
紅
軍
の
進
攻
と
配
合
し
な
け
れ
ぼ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

革
命
の
勝
利
は
な
い
と
し
、
ト
β
ツ
キ
ー
派
の
農
民
軽
視
、
「
紅
軍
不
要
」
の
思
想
は
同
盟
軍
を
排
除
す
る
反
動
思
想
と
非
難
し
た
。

　
三
〇
年
一
月
、
十
月
社
が
三
番
目
の
組
織
と
し
て
成
立
し
た
。
劉
仁
静
は
レ
ー
ニ
ン
学
院
留
学
後
、
帰
国
途
上
、
独
仏
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
組
織

を
訪
問
、
さ
ら
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
本
人
に
会
い
、
レ
ー
ニ
ン
を
も
じ
つ
た
「
列
爾
士
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
も
ら
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
劉
は
他
の
留
学
生
と
異
な
り
、
直
接
ト
ロ
ツ
キ
ー
か
ら
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
を
発
展
さ
せ
る
委
託
を
受
け
、
か
つ
ト
ロ
ツ
キ
ー
起

草
の
「
中
国
反
対
派
綱
領
」
（
未
見
）
を
持
っ
て
帰
国
し
た
。
か
く
し
て
上
海
に
帰
国
し
た
時
、
極
め
て
尊
大
な
態
度
を
と
っ
た
ら
し
い
。
ま
ず

「
我
椚
的
話
」
派
と
墨
黒
か
交
渉
し
た
が
、
塀
が
あ
か
ず
、
劉
は
転
じ
て
無
産
者
社
の
陳
独
演
と
交
渉
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
述
の
如
く
常
委
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兼
特
務
部
長
に
選
ば
れ
た
の
だ
が
、
「
中
国
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
」
を
自
認
す
る
劉
は
総
書
記
に
就
任
す
る
つ
も
り
で
い
た
ら
し
く
、
憤
慨
の
あ
ま

り
身
近
に
い
た
幾
人
か
を
集
め
、
十
月
社
を
結
成
し
た
。
当
初
、
劉
、
王
文
元
、
段
子
亮
ら
僅
か
に
九
人
で
あ
っ
た
。
機
関
誌
は
『
十
月
』
で

　
⑪
あ
る
。
た
だ
、
劉
は
一
貫
し
て
傲
慢
で
、
十
月
社
内
部
で
も
問
題
が
発
生
し
、
結
局
、
『
十
月
』
を
二
号
出
し
た
だ
け
で
混
乱
に
陥
り
、
代
っ

て
王
文
元
が
宣
伝
、
宋
無
論
が
組
織
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
劉
は
、
蒋
介
石
が
飛
行
機
、
爆
弾
等
の
数
多
く
の
新
式
武
器

で
武
装
し
た
三
〇
～
四
〇
万
の
軍
隊
で
江
西
ソ
ビ
エ
ト
区
に
攻
め
込
ん
だ
が
、
僅
か
な
銃
器
で
武
装
し
た
農
民
遊
撃
隊
に
勝
利
で
き
な
い
こ
と

に
驚
き
を
隠
さ
な
い
。
だ
が
、
「
農
民
戦
争
が
極
め
て
英
雄
葡
と
し
て
も
都
市
の
労
働
運
動
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
労
働
運
動
に
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

替
で
き
な
い
。
資
産
階
級
に
反
対
し
、
国
民
党
打
倒
の
決
定
的
闘
争
は
主
要
に
都
市
で
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
従
来
の
労

働
運
動
と
都
市
重
視
の
理
論
に
戻
る
の
で
あ
る
。

　
三
〇
年
一
二
月
東
方
大
学
か
ら
の
帰
国
留
学
生
趙
済
、
劉
胤
、
王
平
一
が
四
番
目
の
組
織
と
し
て
戦
闘
社
を
結
成
し
た
。
彼
ら
は
長
期
間
、

中
共
党
員
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
モ
ス
ク
ワ
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
転
じ
、
そ
の
理
論
に
通
じ
、
か
つ
実
践
活
動
の
経
験
も
し
た
。
彼
ら
は
帰
国

後
、
ま
ず
「
我
面
的
話
」
派
と
交
渉
し
、
そ
の
際
、
同
派
の
政
治
上
の
短
見
と
工
作
上
の
誤
り
を
批
判
し
、
政
治
、
組
織
両
面
で
数
多
く
建
議

し
た
た
め
、
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
陳
亡
魂
、
彰
述
之
ら
に
接
近
し
た
が
、
完
全
決
裂
し
、
そ
こ
で
独
自
に
戦
闘
社
を
組
織
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

活
動
し
た
の
は
「
四
大
巨
頭
」
（
趙
済
、
劉
胤
、
王
平
一
、
徐
乃
達
）
を
中
心
に
朱
逸
民
、
閻
永
昌
ら
数
人
で
あ
っ
た
。
機
関
誌
は
『
戦
闘
』
で
、

大
部
分
は
ト
μ
ツ
キ
ー
の
文
章
の
翻
訳
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
無
産
者
社
は
「
老
日
和
見
主
義
者
の
一
群
」
、
「
我
椚
的
話
」
派
は
「
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

論
も
実
践
も
な
い
群
民
」
、
十
月
社
は
「
空
理
空
論
の
理
論
家
の
一
群
」
で
、
中
国
革
命
は
戦
闘
社
の
『
四
大
巨
頭
』
だ
け
が
指
導
で
き
る
、

と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
発
展
は
緩
慢
で
、
統
一
大
会
時
期
で
す
ら
三
〇
人
も
い
ず
、
社
会
的
影
響
力
も
弱
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
派
は
激
し
い
対
立
を
示
し
た
。
石
頭
に
よ
れ
ば
、
主
要
因
は
「
我
椚
的
話
」
派
の
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
に
あ
る
と
し
、
「
幾

編
か
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
文
章
を
翻
訳
す
る
だ
け
で
、
政
治
活
動
は
し
な
い
」
と
し
、
指
導
者
達
が
「
年
若
い
青
年
団
員
」
で
、
ソ
連
で
幾
ら
か

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
理
論
を
学
ん
だ
が
、
実
際
経
験
が
な
い
と
断
じ
る
。
彼
ら
は
、
陳
独
秀
を
「
老
日
和
見
主
義
老
」
、
戦
闘
社
を
「
大
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衆
の
カ
を
信
じ
な
い
」
、
宋
逢
春
を
「
真
の
（
革
命
）
取
消
派
」
と
他
三
派
を
非
難
し
た
が
、
他
三
派
も
「
我
摘
叢
話
」
派
の
「
革
命
の
高
ま
り

が
ま
さ
に
到
来
す
る
兆
候
が
あ
る
」
と
の
見
方
を
、
中
共
中
央
に
投
降
を
乞
う
も
の
と
見
な
し
、
反
対
下
中
の
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
⑮

斉
に
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
対
立
と
共
に
深
刻
で
あ
っ
た
の
が
資
金
問
題
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
無
産
者
社
は
設
立
当
初
、
ト
ロ
ツ
キ
…
自

身
や
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
等
か
ら
資
金
援
助
が
あ
っ
た
が
、
亡
命
中
の
ト
露
ツ
キ
ー
か
ら
資
金
が
続
く
わ
け
も
な
く
、
す
ぐ
に
窮
迫
し
た
状
態

に
陥
っ
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
労
働
者
か
ら
の
献
金
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
献
金
を
出
す
団
体
、
個
人
も
な
く
、
陳
や
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

述
之
の
名
声
か
ら
文
筆
業
、
翻
訳
等
で
資
金
を
得
て
、
生
活
費
を
節
約
し
、

ら
に
厳
し
く
、
や
は
り
幾
人
か
の
原
稿
料
に
依
拠
し
て
生
活
し
て
い
た
が
、

　
①
波
多
野
乾
｝
編
『
資
料
集
成
中
国
共
産
党
史
』
第
二
巻
、
時
事
通
信
社
、
一
九

　
　
六
一
年
、
　
一
一
七
～
一
一
八
頁
。

　
②
　
彷
魯
、
前
掲
史
料
、
七
八
～
七
九
頁
。

　
③
　
「
取
消
派
的
形
成
」
『
現
代
史
料
」
第
一
集
（
再
版
）
…
九
三
五
年
、
二
四
一
～

　
　
二
四
二
頁
。
明
遠
「
取
消
派
的
形
成
及
其
没
落
」
、
岡
第
二
集
、
一
九
三
四
年
、

　
　
三
七
五
頁
。
『
鄭
超
麟
回
憶
録
』
現
代
史
料
編
刊
社
、
…
九
八
六
年
、
二
八
四
、

　
　
二
八
八
、
三
〇
一
頁
。

④
　
再
三
、
前
掲
史
料
、
七
九
頁
。

⑤
　
劉
珊
「
富
合
取
消
派
的
過
玄
」
『
現
代
史
料
』
第
二
集
、
三
九
一
～
三
九
二
頁
。

⑥
漢
清
泉
（
濃
徳
治
）
「
中
国
托
派
的
産
生
和
減
亡
」
『
文
史
資
料
』
七
一
輯
、
八

　
五
～
八
六
頁
。
以
下
、
濃
徳
治
①
と
略
称
。

⑦
「
本
報
発
刊
宣
言
」
『
無
産
者
』
一
期
、
「
九
三
〇
年
三
月
。

⑧
　
羅
世
瑠
「
江
蘇
全
曲
第
二
次
代
表
大
会
1
2
」
『
無
産
者
』
一
期
。

⑨
陳
独
秀
「
関
於
所
謂
『
紅
軍
』
問
題
」
一
九
三
〇
年
四
月
、
『
無
産
者
』
二
期
、

組
織
維
持
の
資
金
を
捻
出
し
て
い
た
。
他
三
派
の
経
済
状
況
は
さ

玉
印
の
機
関
誌
さ
え
遅
延
す
る
有
り
様
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
七
月
。

⑩
　
李
立
三
コ
雀
ま
た
は
数
省
で
の
政
権
奪
取
の
勝
利
を
ど
の
よ
う
に
準
備
す
る

　
か
」
…
九
三
〇
年
四
月
二
日
、
『
中
国
共
産
党
史
資
料
集
』
第
四
巻
、
五
九
五
～

　
五
九
七
頁
。

⑪
明
遠
、
前
掲
史
料
、
三
七
六
～
三
七
七
頁
。

⑫
列
爾
士
（
劉
仁
静
）
「
翅
鞘
的
“
剣
赤
”
戦
争
」
『
伊
斯
克
拉
』
一
巻
一
期
、
一

　
九
三
｛
年
九
月
。

⑬
⑭
　
漢
清
泉
「
我
所
知
道
的
陳
独
秀
」
『
文
史
資
料
』
七
㎝
輯
、
三
八
頁
、
以
下
、

　
漢
徳
治
②
と
略
称
。
明
麗
、
前
掲
史
料
、
三
七
八
～
三
八
○
頁
。
濃
徳
治
①
、
八

　
九
頁
。

⑯
　
石
頭
「
取
消
派
統
｝
大
会
追
記
」
『
現
代
史
料
』
第
三
集
、
「
九
三
四
年
、
二

　
　
四
、
　
二
一
六
頁
。

⑯
前
掲
「
取
消
派
的
形
成
」
、
二
四
二
頁
。
王
藤
西
、
前
掲
書
、
一
三
六
頁
（
邦

　
訳
、
一
一
九
頁
）
。
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三
　
申
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
各
派
の
統
一
へ
の
動
向

　
一
九
三
〇
年
九
月
、
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
各
派
は
上
海
で
第
二
次
大
会
（
第
一
次
大
会
は
不
明
）
を
開
催
し
た
が
、
小
党
派
が
分
裂
、
対
立
し
、

成
果
な
く
解
散
し
た
。
こ
の
よ
う
に
統
一
の
動
き
は
あ
っ
た
が
、
本
格
的
に
統
一
す
る
意
思
は
な
く
、
各
女
が
自
己
主
張
す
る
だ
け
で
、
ほ
と

ん
ど
進
展
し
な
か
っ
た
。
当
時
、
無
産
者
祉
、
「
我
個
的
話
」
派
、
十
月
社
を
中
心
に
十
余
響
に
分
か
れ
、
多
く
は
約
百
人
、
少
な
い
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

十
数
人
、
甚
だ
し
き
は
二
、
三
人
で
一
派
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
自
身
か
ら
社
風
秀
、
劉
仁
静
、
「
逸
脱
笑
話
」
派
へ
各
派

間
に
は
政
綱
、
戦
略
上
、
根
本
的
な
差
異
は
な
く
、
「
統
一
は
必
要
」
と
力
説
し
た
返
信
が
届
い
た
。
ま
た
、
農
民
戦
争
と
労
働
運
動
と
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

繋
が
最
も
重
要
と
し
な
が
ら
も
、
「
農
民
暴
動
の
中
に
溶
化
」
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
労
働
者
重
視
の
姿
勢
を
強
調
し
て
い
る
。
ト
ロ
ツ
キ
ー

は
、
ソ
ビ
エ
ト
と
は
労
働
者
の
権
力
機
関
で
、
農
民
は
独
力
で
ソ
ビ
エ
ト
を
創
設
で
き
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
よ
る
重
要
工
業
と
政
治
中
心
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

統
治
が
農
村
で
の
紅
軍
組
織
化
、
ソ
ビ
エ
ト
樹
立
の
前
提
と
な
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
か
ら
は
三
回
の
返
信
が
来

て
、
全
て
「
速
や
か
に
統
一
せ
よ
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
特
に
三
回
目
の
返
信
（
ゴ
ニ
年
一
月
目
で
は
具
体
的
に
段
取
り
が
示
さ
れ
、
①
直
ち
に

統
一
を
進
め
、
統
一
大
会
を
召
集
す
る
、
②
大
会
代
表
は
組
織
を
単
位
と
せ
ず
に
人
数
比
に
よ
っ
て
推
挙
す
る
、
③
統
一
大
会
以
前
、
協
議
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

員
会
を
組
織
し
、
委
員
は
各
派
一
人
を
推
挙
し
、
各
種
議
案
の
起
草
、
宣
言
に
責
任
を
負
わ
せ
る
、
と
な
っ
て
い
た
。
最
も
統
一
に
熱
心
で
あ

っ
た
の
は
陳
独
秀
ら
で
あ
っ
た
。
陳
は
「
統
一
し
な
け
れ
ば
、
他
三
派
に
と
っ
て
前
途
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
無
産
者
社
も
必
ず
滅
び
る
」
と

考
え
、
何
度
も
合
作
を
表
明
し
、
「
既
存
の
組
織
」
（
無
産
販
社
）
へ
の
参
加
を
望
ん
だ
が
、
厳
し
く
拒
絶
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
陳
は
前
述
の
公
開

書
簡
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
に
訴
え
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
喜
び
、
統
一
を
強
く
勧
告
し
た
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
陳
を
支
援
す
る
結
果
と
な
り
、
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
大
転
換
を
見
せ
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
を
自
認
す
る
以
上
、
本
人
か
ら
の
勧
告
を
無
視
で
き
ず
、
三
派
は
止
む
な
く
同
意
し
た
の
で
あ
る
。
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
は
、
中
山
大
学
で
「
ト
ロ
ツ
キ
…
派
」
留
学
生
弾
圧
の
経
験
の
あ
る
王
明
ら
留
ソ
派
が
、
三
一
年
一
月
中
共
中
央
委

員
会
第
三
回
総
会
で
李
立
三
を
批
判
し
て
登
揚
し
た
こ
と
は
、
間
接
的
に
統
一
を
促
進
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
周
知
の
通
り
王
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中囲トロツキ　一一派の生成，動態，及びその主張（菊池）

睨
ら
は
い
わ
ゆ
る
「
中
間
階
級
主
要
打
撃
論
」
を
主
張
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
共
と
ト
㍑
ツ
キ
…
派
、
第
三
勢
力
と
の
間
で
和
解
不
可
能
な

対
立
を
生
み
出
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
、
無
産
官
社
の
単
独
作
成
と
考
え
ら
れ
る
が
、
三
一
年
一
月
「
中
国
共
産
主
義
左
派
反
対
派
（
ボ
ル
シ
ェ
ビ

キ
．
レ
ー
ニ
ン
派
）
綱
領
」
が
出
さ
れ
、
各
派
の
統
一
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
の
概
略
は
以
下
の
通
り
。
ま
ず
、
こ
の
時
期
を
第
三
次
革
命
へ
の
過

渡
期
と
位
置
づ
け
る
。
〈
中
国
革
命
失
敗
の
教
訓
〉
①
ス
タ
ー
リ
ン
が
国
民
党
の
資
産
階
級
の
性
格
を
隠
蔽
し
た
結
果
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
最

も
緊
急
な
問
題
に
直
面
し
た
際
、
自
ら
の
政
党
が
な
か
っ
た
。
②
罠
族
資
産
階
級
は
国
際
帝
国
主
義
の
軍
事
力
量
の
後
援
と
な
っ
た
。
③
プ
β

レ
タ
リ
ア
は
都
市
と
農
村
の
無
数
の
小
資
産
階
級
と
革
命
的
連
盟
を
も
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
い
う
小
資
産
階
級
は
そ
の
上
層

分
子
、
主
に
知
識
分
子
で
、
民
主
政
党
、
団
体
の
名
義
で
都
市
、
郷
村
の
貧
民
を
利
用
し
、
大
資
産
階
級
に
売
り
渡
し
た
。
④
ソ
ビ
エ
ト
は
広

範
な
革
命
の
高
ま
り
の
時
、
組
織
す
る
。
〈
「
共
産
党
」
の
策
略
〉
「
共
産
党
」
は
改
め
て
第
三
次
革
命
の
準
備
を
開
始
す
る
。
当
面
の
具
体
的

任
務
は
、
あ
る
部
分
の
労
働
者
の
経
済
・
政
治
闘
争
を
指
上
し
、
「
共
産
党
」
指
導
下
に
真
の
大
衆
的
階
級
工
会
を
創
設
す
る
。
そ
し
て
、
党

の
秘
密
組
織
を
強
固
に
し
、
同
時
に
一
切
の
公
開
工
作
の
可
能
性
を
利
用
し
て
党
の
影
響
力
を
拡
張
す
る
。
農
民
の
減
租
、
抗
掲
、
反
高
利
貸

闘
争
を
指
導
し
、
貧
農
を
団
結
さ
せ
、
党
の
農
村
支
部
を
設
立
す
る
。
こ
れ
ら
は
将
来
の
武
装
暴
動
に
よ
り
政
権
を
奪
取
す
る
道
で
あ
る
。
軍

事
独
裁
と
国
民
党
訓
政
へ
の
反
対
は
必
然
的
に
過
渡
期
の
革
命
的
民
主
要
求
の
形
式
を
採
る
。
〈
中
国
革
命
の
前
途
〉
第
三
次
中
国
革
命
の
勝

利
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
で
あ
る
。
〈
反
対
派
当
面
の
任
務
〉
①
統
一
左
派
反
対
派
は
堅
強
な
一
つ
の
集
中
指
導
の
反
対
派
小
組
織
を
創
設
す

る
。
②
「
中
藍
左
派
」
の
理
論
、
政
治
の
機
関
報
を
発
行
す
る
。
③
主
要
産
業
区
域
の
重
要
産
業
内
に
改
め
て
党
の
核
心
を
建
設
す
る
。
そ
し

て
、
最
後
に
「
左
派
反
対
派
は
決
し
て
第
二
党
、
あ
る
い
は
（
第
三
イ
ン
タ
ー
・
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ソ
に
対
抗
す
る
）
『
第
四
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

組
織
化
を
企
図
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
明
言
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
民
族
資
本
家
、
知
識
分
子
を
批
判
し
、
労
農
運
動
組
織
化
を
重
視
す

る
が
、
武
装
暴
動
に
よ
る
政
権
奪
取
は
「
将
来
」
の
こ
と
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
時
点
で
も
「
第
二
党
」
を
創
る
意
思
は
な
く
、
中
共
へ
の
復

帰
を
あ
き
ら
め
て
は
お
ら
ず
、
「
共
産
党
」
（
中
共
）
と
し
て
策
略
を
論
じ
る
形
式
を
採
り
、
か
つ
注
目
す
べ
き
は
自
ら
を
中
共
よ
り
右
寄
り
の
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「
中
間
左
派
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
し
て
四
派
は
「
休
戦
」
し
、
統
一
大
会
準
備
の
た
め
の
協
議
委
員
会
を
設
立
し
た
。
委
員
に
は
「
曲
管
的
話
」
派
は
蘇
芳
、
陳
逸
謀
、

無
産
者
社
は
馬
玉
夫
、
呉
季
厳
、
十
月
社
は
王
文
元
、
総
評
春
、
戦
闘
社
は
王
平
一
、
豊
門
の
計
八
人
が
就
任
し
た
。
陳
独
立
は
別
格
で
、
列

席
し
て
意
見
を
出
し
た
。
協
議
委
員
会
下
に
は
各
派
人
数
調
査
委
員
会
、
各
項
決
議
起
草
委
員
会
、
代
表
資
格
審
査
委
員
会
等
が
あ
っ
た
。
起

草
委
員
会
は
、
陳
独
善
が
政
治
決
議
草
案
、
サ
寛
が
職
工
運
動
決
議
草
案
、
王
平
一
が
土
地
問
題
決
議
草
案
、
王
文
元
が
大
会
無
言
と
い
う
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

う
に
、
費
任
分
担
を
決
定
し
た
。

　
と
は
い
え
、
各
派
内
で
の
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
無
産
者
社
で
す
ら
意
見
調
整
に
手
間
ど
っ
て
い
る
。
三

一
年
二
月
常
委
「
第
六
号
通
告
－
反
対
派
統
一
的
問
題
」
が
各
支
部
に
向
け
て
出
さ
れ
た
。
内
容
は
、
①
各
派
反
対
派
は
統
一
す
べ
き
で
あ

る
。
②
共
同
綱
領
、
政
治
・
組
織
決
議
案
等
の
理
論
問
題
は
真
剣
に
討
論
す
る
。
③
各
派
人
数
の
精
査
は
事
実
上
不
可
能
で
、
各
派
は
口
頭
で

詳
細
な
報
告
を
す
べ
き
で
あ
る
。
④
彼
ら
も
小
組
織
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
な
ら
ば
、
根
本
的
に
統
一
問
題
を
論
じ
ら
れ
な
い
し
、
も
し
無

産
者
社
を
中
心
と
し
ょ
う
と
す
れ
一
1
、
統
一
を
阻
害
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
執
行
委
員
会
の
統
一
に
対
す
る
態
度
に
不
満
な
者
が
あ
れ
ば
、

そ
の
意
見
を
刊
行
物
上
で
発
表
し
、
討
論
を
要
求
で
き
る
」
、
と
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
は
但
し
書
き
が
あ
り
、
通
告
は
常
委
五
人
中
、
彰
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

之
を
除
く
四
人
が
完
全
に
同
意
し
て
い
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
式
の
官
僚
体
制
へ
の
反
発
か
ら
常
委
内
部
の
状
況
を
必
要
以
上

に
暴
露
し
、
神
経
質
な
ま
で
に
民
主
的
に
運
営
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に
幾
つ
か
の
質
問
状
が
届
い
た
。
学
生
支
部

書
記
王
仁
か
ら
の
質
問
状
は
以
下
の
通
り
。
支
部
会
で
彰
道
之
（
述
之
の
弟
）
が
、
「
第
六
号
通
告
」
は
①
界
寛
個
人
の
意
見
、
②
歩
寛
は
統
一

に
対
し
て
下
層
の
批
評
を
許
さ
な
い
、
③
本
来
、
馬
玉
夫
提
起
の
「
無
産
者
社
を
中
心
と
す
る
」
に
皆
同
意
し
て
い
た
と
主
張
し
た
と
い
う
。

以
上
に
対
し
て
、
王
仁
ら
は
通
告
を
常
春
の
決
議
案
と
認
め
な
が
ら
も
、
釈
明
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
常
委
は
、
こ
の
結
論
は
陳
独
秀
が

作
成
し
た
も
の
で
、
全
体
一
致
で
賛
成
し
て
お
り
、
通
告
も
陳
の
起
草
に
よ
る
。
彰
述
之
を
除
く
、
陳
、
サ
寛
、
馬
玉
夫
、
羅
世
瑠
が
署
名
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

採
択
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
常
委
名
義
で
発
布
で
き
る
と
し
た
。
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だ
が
、
こ
の
間
日
は
三
月
に
な
っ
て
も
決
着
が
つ
か
ず
、
今
度
は
暴
悪
の
一
人
羅
世
瑠
が
公
開
書
簡
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
最
近
、
統
一
問

題
に
関
し
て
は
『
鳥
燗
念
書
』
（
事
態
が
混
乱
し
て
暗
黒
の
状
態
）
で
あ
る
と
言
え
る
。
…
…
こ
の
問
題
は
再
び
集
団
討
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
さ
も
な
い
と
、
述
之
、
畢
寛
個
人
の
傾
向
が
収
拾
の
つ
か
な
い
状
態
に
発
展
し
、
革
命
を
絞
殺
し
て
し
ま
う
」
、
と
。
こ
れ
に
対
し
、

罪
寛
は
釈
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
最
初
、
我
々
の
「
統
一
」
に
対
す
る
感
情
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
。
内
部
を
団
結
さ
せ
、
一
致
し
て
外
に

当
た
る
の
に
「
中
心
」
が
あ
り
、
「
大
衆
」
は
い
る
の
か
。
こ
の
時
、
私
が
上
層
統
一
を
主
張
し
、
完
全
に
大
衆
の
意
見
を
抹
殺
し
た
と
批
判

さ
れ
た
。
馬
玉
夫
は
「
無
産
者
社
を
中
心
と
し
て
反
対
派
を
指
導
す
べ
き
で
、
（
そ
れ
故
）
し
ば
ら
く
は
統
一
し
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
が
、
そ

れ
で
は
統
一
で
き
な
く
な
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
私
は
ω
官
僚
主
義
の
影
響
に
よ
る
単
純
な
組
織
力
量
の
過
信
、
②
「
実
際
派
」
は
経
験
の
み

を
重
視
し
、
全
て
の
知
識
分
子
を
白
眼
視
し
、
一
切
の
問
題
の
複
雑
性
を
軽
視
し
、
さ
ら
に
下
層
か
ら
上
層
に
反
対
す
る
こ
と
で
一
種
の
無
政

府
主
義
的
傾
向
を
創
り
だ
し
た
と
批
判
し
た
。
こ
の
種
の
傾
向
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
党
の
民
主
集
中
制
の
最
大
の
妨
害
と
考
え
た
か
ら
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

最
後
に
、
サ
寛
は
、
陳
独
秀
を
「
唯
一
の
指
慰
者
」
と
認
め
る
と
と
も
に
、
陳
の
支
持
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

　
統
一
大
会
代
表
数
を
巡
る
各
派
間
対
立
も
激
し
さ
を
増
し
た
。
無
産
者
社
は
各
派
人
数
に
比
例
し
て
代
表
を
出
す
こ
と
を
主
張
し
、
他
三
派

は
派
別
に
同
数
を
出
す
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
論
争
は
数
カ
月
続
き
、
結
局
、
叢
薄
秀
が
「
派
別
と
人
数
を
互
い
に
結
び
つ
け
る
」
と
い
う

折
衷
案
を
示
し
、
妥
協
が
成
立
し
た
。
当
時
、
各
派
人
数
は
以
下
の
通
り
、
①
無
産
者
社
は
上
海
中
心
に
香
港
や
華
北
で
の
新
参
者
を
加
え
て

約
百
人
。
こ
の
数
を
見
る
限
り
、
成
立
当
初
、
大
量
の
加
入
者
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
辞
め
た
人
々
も
多
く
、
流
動
化
し
続
け
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
②
「
一
瓶
的
話
」
派
は
香
港
七
〇
～
八
○
人
、
上
海
二
〇
～
三
〇
人
で
計
九
〇
～
＝
○
人
。
だ
が
、
梁
幹
喬
は
「
三
百
余
」

と
主
張
、
秘
密
工
作
の
原
則
を
盾
に
名
簿
提
出
も
拒
絶
。
結
局
、
「
一
二
〇
～
一
四
〇
」
で
妥
協
し
た
。
③
十
月
社
は
上
海
の
三
〇
人
に
、
華

北
の
五
〇
人
を
加
え
て
計
八
○
人
と
推
定
し
た
。
④
戦
闘
社
は
全
て
上
海
に
お
り
、
三
〇
余
人
。
た
だ
、
実
際
は
各
派
の
人
数
比
が
重
視
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
よ
う
で
、
代
表
は
二
〇
人
に
約
一
人
選
出
さ
れ
、
無
産
者
社
五
人
、
「
我
欄
密
話
」
派
が
七
人
、
十
月
社
四
人
、
戦
闘
社
二
人
と
な
っ
た
。

　
こ
の
代
表
選
鳩
を
巡
り
混
乱
が
あ
っ
た
。
無
産
者
社
で
は
馬
玉
夫
ら
「
四
大
金
剛
」
が
「
雰
寛
打
倒
」
「
彰
述
之
打
倒
」
を
強
く
主
張
し
た
。
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そ
の
後
、
彰
述
之
と
連
合
し
、
罪
寛
を
打
倒
し
た
。
た
だ
、
馬
ら
も
陳
、
彰
嫡
系
の
鄭
超
麟
、
江
卜
師
に
倒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
察
罰
盃
、
羅
世
瑠
は
消
極
的
に
な
り
、
醇
農
山
は
次
第
に
社
会
民
主
主
義
的
と
な
っ
た
。
結
局
、
別
格
の
陳
、
及
び
彰
、
鄭
超
麟
、

何
資
深
、
江
常
師
が
代
表
と
な
っ
た
。
「
我
個
的
話
」
派
は
夷
膳
系
三
人
、
陳
逸
謀
系
四
人
の
計
七
人
が
選
ば
れ
た
。
十
月
社
は
羅
漢
、
宋
滝

春
、
王
文
元
、
漢
徳
治
を
代
表
と
し
た
。
劉
仁
静
は
落
選
に
怒
り
、
十
月
社
を
辞
め
、
単
独
活
動
に
入
っ
た
。
戦
闘
社
は
大
会
当
欝
や
っ
と
趙

済
を
代
表
と
し
た
。
た
だ
、
戦
闘
社
書
記
岡
引
昌
は
不
満
で
、
十
月
社
の
段
子
亮
、
無
産
者
社
の
「
四
大
金
剛
」
、
及
び
「
我
事
奇
話
」
派
の

区
芳
系
と
結
び
、
下
層
統
一
を
主
張
し
、
大
会
に
対
抗
し
た
。
な
お
、
統
一
大
会
に
は
唐
山
の
秘
密
組
織
が
国
民
党
に
破
壊
さ
れ
、
連
絡
が
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

絶
え
て
し
ま
い
、
北
方
代
表
の
参
加
な
く
、
ま
た
蘇
州
、
武
漢
、
青
島
、
及
び
四
川
等
は
小
組
が
あ
る
だ
け
で
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
、

各
派
の
経
済
状
況
は
異
常
な
ほ
ど
逼
迫
し
、
秘
密
会
場
を
借
入
資
金
も
難
題
で
あ
っ
た
。
結
局
、
各
派
が
全
費
用
を
分
担
し
、
同
時
に
ト
ロ
ツ

キ
ー
派
内
で
特
別
献
金
を
集
め
、
か
ろ
う
じ
て
資
金
を
捻
出
し
た
。

　
か
く
し
て
、
三
一
年
五
月
一
日
か
ら
二
日
に
統
一
大
会
が
上
海
の
提
藤
橋
付
近
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
主
席
団
は
無
産
者
社
の
陳
独
秀
と
鄭

超
麟
、
「
我
椚
的
話
」
派
の
陳
逸
謀
、
十
月
社
の
王
文
元
、
戦
闘
社
の
王
平
一
で
構
成
さ
れ
た
。
一
日
目
は
、
ま
ず
主
席
団
主
席
陳
独
秀
が
政

治
報
告
を
行
い
、
午
後
の
会
議
は
鄭
超
麟
に
主
席
が
代
わ
り
、
政
治
決
議
案
討
論
の
段
取
り
を
述
べ
た
。
問
題
は
主
要
に
三
つ
で
あ
っ
た
。
①

国
民
会
議
問
題
　
　
陳
独
秀
は
こ
の
時
、
国
民
会
議
内
で
の
徹
底
的
な
民
主
化
闘
争
を
孟
子
に
、
国
民
会
議
の
「
ソ
ビ
エ
ト
」
へ
の
転
換
が
可

能
と
の
認
識
を
表
明
し
た
。
②
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
問
題
－
陳
は
、
農
民
が
絶
対
多
数
の
中
国
で
は
分
か
り
や
す
い
「
国
民
党
打
倒
」
「
政

権
は
人
民
の
も
の
」
を
提
出
で
き
る
だ
け
と
し
た
が
、
多
数
の
代
表
は
戦
略
目
標
を
明
白
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
反
発
し
た
。
結
局
、
陳

が
「
プ
戸
レ
タ
リ
ア
と
貧
農
の
独
裁
」
と
い
う
妥
協
案
を
出
し
、
同
意
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
③
名
称
問
題
一
難
は
「
中
国
共
産
主
義
同
盟
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

提
起
、
他
に
は
「
中
共
ボ
ル
シ
ニ
ビ
キ
・
レ
ー
ニ
ン
派
」
「
中
国
工
人
党
」
等
も
提
起
さ
れ
た
が
、
陳
の
意
見
が
採
択
さ
れ
た
。
だ
が
、
「
中
共

左
派
反
対
派
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ
続
け
、
「
中
国
共
産
主
義
同
盟
」
の
名
称
が
実
際
に
使
わ
れ
る
の
は
三
六
年
初
頭
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
統
一
に
よ
り
上
海
で
は
四
派
の
各
小
組
を
合
併
し
、
「
濾
東
」
「
關
北
・
濾
中
」
「
漣
西
」
「
法
嗣
」
の
四
区
に
再
編
し
た
。
ま
た
、
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香
港
中
心
の
「
華
南
区
委
」
は
従
来
通
り
労
働
運
動
中
心
と
し
た
。
さ
ら
に
北
平
中
心
の
「
華
北
区
委
」
は
学
校
に
重
点
を
置
い
た
。
な
ぜ
な

ら
北
京
、
北
京
師
範
、
燕
京
、
中
国
各
大
学
や
各
中
学
校
に
は
す
で
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
支
部
が
あ
り
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
学
習
院
」
を
組
織
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
り
、
公
開
講
演
で
「
ス
タ
ー
リ
ン
路
線
」
や
「
半
植
民
地
半
封
建
」
理
論
に
反
駁
を
加
え
る
な
ど
の
活
動
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
二
日
目
の
主
席
陳
逸
謀
の
開
会
宜
言
の
時
に
、
江
常
師
が
密
偵
の
発
見
を
伝
え
た
。
そ
こ
で
、
彰
述
之
が
緊
急
に
中
央
委
員
選
挙
の
繰
り
上

げ
を
提
起
し
た
。
陳
独
秀
の
主
張
で
「
無
記
名
自
由
選
挙
」
が
行
わ
れ
、
無
産
結
社
の
陳
書
秀
、
彰
述
之
、
鄭
超
麟
、
「
我
椚
的
話
」
派
の
陳

逸
謀
、
区
芳
、
十
月
社
の
王
文
元
、
宋
逢
春
、
羅
漢
、
淡
徳
治
の
計
九
人
が
選
出
さ
れ
た
。
戦
闘
社
は
当
選
者
が
な
く
、
か
つ
劉
仁
静
も
落
選

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
羅
漢
、
渡
徳
治
は
大
局
を
考
慮
し
て
趙
済
と
劉
仁
静
の
補
選
を
主
張
し
た
が
、
陳
独
秀
は
選
挙
は
合
法
と
し
て
譲
ら
な

か
っ
た
。
中
央
委
員
会
書
記
は
難
壁
秀
、
常
陽
五
人
は
陳
諸
事
、
鄭
超
麟
、
王
文
元
、
宋
尊
志
、
陳
逸
謀
、
党
報
委
員
会
は
陳
零
墨
、
郵
超
麟
、

彰
述
之
、
王
文
元
、
宋
逢
春
で
、
両
委
員
会
と
も
陳
独
秀
が
推
さ
れ
て
書
記
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
組
織
工
作
は
陳
逸
謀
、
渡
徳
治
、
宣
伝
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

作
は
羅
宇
麟
、
彰
述
之
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
陳
独
秀
が
圧
倒
的
に
勝
利
し
、
無
産
者
社
が
中
央
委
員
会
の
大
権
を
完
全
に

掌
中
に
収
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
一
応
の
統
一
が
完
成
し
、
こ
れ
を
基
盤
に
本
格
的
に
活
動
を
開
始
す
る
は
ず
で
あ
っ

た
。

①
王
健
民
『
中
国
共
産
党
史
稿
』
第
二
編
、
中
文
図
書
供
応
社
（
香
港
）
、
一
九

　
七
四
年
、
一
二
〇
頁
。
な
お
、
同
書
は
「
第
二
次
大
会
」
を
「
（
民
）
一
八
年
」

　
と
す
る
が
、
こ
の
隠
は
「
我
椚
的
話
」
派
し
か
存
在
せ
ず
、
二
九
年
」
の
誤
り

　
と
考
え
た
。

②
　
　
「
托
洛
斯
基
同
志
致
〃
我
偲
生
霊
派
”
信
」
『
無
産
老
』
九
期
、
　
一
九
三
一
年

　
｝
月
。

③
　
陳
独
秀
輯
「
托
洛
類
基
同
志
論
蘇
維
埃
」
『
火
花
』
一
巻
七
期
、
　
一
九
三
二
年

　
一
月
二
八
日
。

④
石
頭
「
取
消
派
統
一
大
会
追
記
」
『
麗
代
史
料
』
第
三
集
、
一
九
三
四
年
、
二

　
一
七
頁
。

⑤
　
王
凡
慮
、
前
掲
書
、
一
五
七
～
一
五
九
頁
（
邦
訳
＝
二
七
～
＝
二
八
頁
）
等
。

⑥
　
「
中
国
共
産
主
義
左
派
反
対
派
（
布
爾
塞
維
克
列
寧
派
）
的
綱
領
」
『
無
産
者
』

　
九
期
。

⑦
　
壮
健
畏
、
前
掲
書
、
＝
＝
頁
。
石
頭
、
前
掲
史
料
、
二
一
九
頁
。

⑧
常
委
「
第
六
号
通
告
－
反
対
派
統
「
的
問
題
」
『
無
産
者
』
｛
一
期
、
一
九

　
欝
＝
年
二
月
。

⑨
　
常
委
「
常
委
答
覆
閑
北
区
委
及
学
生
支
部
的
信
」
一
九
三
一
年
三
月
六
日
、
『
無

　
産
者
』
｝
二
期
、
　
九
三
一
年
…
二
月
。
岡
前
｝
二
期
、
三
八
買
。
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⑩
歩
寛
「
“
鳥
沢
擁
気
”
一
由
何
葡
来
及
悠
様
掃
去
」
『
無
産
者
』
ご
一
期
。

⑪
王
凡
西
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
（
邦
訳
、
一
三
九
頁
）
等
。
な
お
、
文
脈
か
ら
「
華

　
北
的
『
我
椚
的
話
駈
」
は
「
十
月
社
」
の
誤
植
と
考
え
た
。

⑫
　
石
頭
、
前
掲
史
料
、
二
二
二
頁
参
照
。

＠＠＠
前
掲
拙
稿
「
『
国
民
会
議
』
を
巡
る
政
治
力
学
」
。

唐
宝
林
、
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。

漢
徳
治
②
、
四
二
～
四
三
頁
。

濃
徳
治
②
、
四
二
頁
等
。
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四
　
申
国
ト
隣
ツ
キ
ー
派
へ
の
攻
撃
と
そ
の
停
滞

　
一
九
三
一
年
五
月
二
日
統
一
大
会
が
閉
幕
す
る
と
、
中
央
委
員
に
な
れ
な
か
っ
た
馬
玉
夫
が
す
ぐ
に
国
民
党
龍
華
司
令
部
に
密
告
し
た
。
そ

の
結
果
、
陳
独
秀
ら
は
逃
れ
た
が
、
鄭
超
麟
、
王
文
元
、
宋
磁
春
、
野
瀬
謀
、
潅
徳
治
ら
一
三
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
い
わ
ば
「
第
一
次
破
壊
」

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中
央
委
員
九
人
中
、
五
人
の
逮
捕
を
意
味
し
、
国
民
党
組
織
部
は
後
に
「
事
実
上
、
反
対
派
中
央
の
精
華
の
大
部
は
す

　
　
　
　
　
①

で
に
消
滅
し
た
」
と
総
括
し
て
い
る
。
梁
幹
喬
は
元
々
黄
哺
軍
校
卒
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
献
血
社
幹
部
に
、
察
振
徳
は
「
陳
西
某
地
」
の
官
に

な
り
、
さ
ら
に
北
方
総
責
任
者
灌
問
友
は
北
平
当
局
に
自
首
し
た
。
当
時
、
広
東
、
広
西
、
福
建
各
省
委
は
資
金
が
枯
渇
し
、
亀
裂
が
入
り
、

河
南
省
委
も
国
民
党
に
破
壊
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
陳
に
忠
実
な
者
を
除
く
大
部
分
は
中
共
に
回
帰
し
、
ま
た
多
く
が
南
京
国
民
政
府

　
　
　
　
　
　
　
②

に
行
き
、
自
首
し
た
。
四
分
五
裂
の
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
中
央
委
員
会
に
は
陳
独
住
、
彰
双
面
、
羅
漢
三
人
が
残
る
だ
け
で
、

そ
こ
で
呉
季
厳
、
劉
仁
静
、
張
特
（
張
も
後
に
李
急
雷
、
白
雲
禧
に
投
降
）
等
を
中
央
委
員
会
に
引
き
入
れ
、
挽
回
を
期
し
た
。

　
こ
れ
で
国
民
党
の
攻
撃
は
終
わ
ら
ず
、
八
月
「
第
二
次
破
壊
」
が
行
わ
れ
た
。
罪
寛
が
陳
独
秀
の
命
を
受
け
て
上
海
租
界
の
振
華
旅
館
で
会

議
を
開
催
し
た
。
同
夜
、
不
参
加
の
陳
、
彰
ら
は
逮
捕
を
免
れ
た
が
、
中
央
委
員
の
遭
逢
春
、
サ
寛
ら
を
含
む
参
加
者
全
員
が
逮
捕
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
陳
、
彰
の
半
年
の
努
力
を
経
て
臨
時
常
任
委
員
会
（
以
下
、
臨
時
常
委
）
を
設
立
し
た
が
、
混
乱
の
原
因
を
作
る
素
心
静
と
趙
済
ら
の

参
加
を
拒
絶
し
た
。
謝
懸
盤
が
常
委
秘
書
、
羅
世
継
が
仁
恵
に
就
任
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
臨
時
常
委
は
元
無
産
者
社
構
成
員
で
占
め
ら
れ
た

た
め
、
他
派
か
ら
の
攻
撃
を
免
れ
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
十
月
社
の
宋
逢
春
、
漢
徳
治
が
重
病
で
保
釈
に
な
っ
た
時
、
陳
は
書
簡
で
再
三
、

臨
時
常
同
へ
の
参
加
を
要
請
し
、
彼
ら
も
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
臨
時
常
委
は
週
に
一
回
、
会
議
を
開
催
し
、
国
民
会
議
と
組
織
回
復
の
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③

閥
題
を
討
論
し
た
。
た
だ
、
工
作
は
上
海
で
多
少
行
わ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
だ
が
、
三
一
年
九
・
一
八
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
緑
苔
秀
は
敏
感
に
反
応
し
、
反
日
救
国
運
動
の
中
で
「
日
貨
排
斥
」
と
「
対
日
宣
戦
」
の

二
つ
は
多
数
の
民
衆
の
意
思
と
見
な
し
た
。
①
植
民
地
、
落
後
国
家
の
帝
国
主
義
へ
の
宣
戦
は
一
種
の
革
命
戦
争
で
、
必
然
的
に
民
衆
運
動
が

台
頭
す
る
。
②
国
民
党
政
府
の
軍
隊
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
広
範
な
武
装
民
衆
の
持
久
的
な
決
死
戦
が
必
要
で
あ
る
。
③
「
対
日
宣
戦
」
を
し
、

民
族
革
命
戦
争
に
勝
利
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
第
三
次
革
命
を
復
興
し
、
「
革
命
的
民
衆
政
権
」
を
反
革
命
の
国
民
党
政
権
に
代
え
、
全
国
の
革

命
民
衆
と
兵
士
を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ソ
連
、
及
び
全
世
界
の
無
産
階
級
、
特
に
日
本
の
無
産
階
級
、
全
世
界
の
被
圧
迫
民
族
、

特
に
朝
鮮
民
族
の
援
助
を
受
け
、
日
本
帝
国
主
義
と
持
久
戦
を
行
う
。
同
時
に
、
長
期
の
「
日
貨
排
斥
」
に
よ
っ
て
日
本
資
産
階
級
に
致
命
的

　
　
　
　
　
④

打
撃
を
与
え
る
、
と
論
じ
た
。
ま
た
、
陳
は
「
新
た
な
革
命
の
波
は
未
だ
到
来
し
て
い
な
い
。
民
主
革
命
の
任
務
が
未
完
成
な
の
で
、
猛
烈
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

徹
底
的
民
主
運
動
（
民
族
運
動
を
包
括
）
が
あ
っ
て
の
み
、
新
た
な
革
命
の
波
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
陳

は
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
民
主
主
義
概
念
に
民
族
主
義
を
包
摂
さ
せ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
以
降
、
対
日
戦
争
を
「
民
族
革
命
戦
争
」
と
見
な

し
、
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
く
打
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。

　
三
二
年
一
月
一
日
臨
時
常
委
は
「
告
全
党
同
志
書
」
を
出
し
、
全
て
の
労
働
運
動
、
学
生
運
動
、
反
日
運
動
、
国
民
会
議
闘
争
、
反
国
民
党

闘
争
か
ら
ソ
ビ
エ
ト
運
動
に
至
る
ま
で
「
一
切
の
共
産
主
義
者
は
連
合
行
動
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、
陳
、
彰
、
羅
漢
は
中
共
中
央
に
「
合
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

抗
日
」
を
提
案
し
て
い
る
。
だ
が
、
中
共
は
、
取
消
派
「
濾
東
区
委
」
が
九
月
三
〇
日
に
「
労
農
学
商
兵
は
自
発
的
に
速
や
か
に
広
範
に
『
全

国
反
日
大
同
盟
』
を
組
織
せ
よ
！
」
と
主
張
し
て
い
る
と
し
、
取
消
派
が
五
・
三
〇
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
民
族
統
一
戦
線
」
と
当
時
の
労
「
商
」

学
連
合
会
を
夢
想
し
て
い
る
。
取
消
派
の
言
う
「
革
命
的
民
衆
政
府
」
「
革
命
的
国
民
会
議
」
は
当
然
、
兵
農
労
「
商
」
各
界
の
連
合
政
府
で

あ
る
。
見
よ
！
　
五
・
三
〇
時
期
「
民
族
資
産
階
級
」
が
反
革
命
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
。
こ
れ
は
二
五
年
、
二
七
年
の
陳
丁
年
の
日
和
見

　
　
　
　
⑦

主
義
の
復
活
、
と
見
な
し
た
。
こ
れ
で
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
の
合
作
は
実
現
す
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
中
共
は
民
族
資
本

家
を
含
む
連
合
戦
線
に
一
顧
だ
に
し
て
い
な
い
。
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続
い
て
三
二
年
一
月
第
一
次
上
海
事
変
が
開
始
さ
れ
る
と
、
三
月
三
日
ト
導
ツ
キ
ー
派
は
「
為
日
銀
占
領
瀬
忠
告
全
国
民
衆
」
と
い
う
紀
文

を
出
し
た
。
「
上
海
に
お
け
る
今
回
の
反
日
戦
争
は
失
敗
し
た
！
」
。
そ
の
原
困
は
「
単
に
軍
事
的
な
も
の
で
は
な
く
」
、
「
国
民
党
政
府
の
一
貫

し
た
不
抵
抗
政
策
が
も
た
ら
し
た
」
と
総
括
し
、
「
英
雄
的
な
抗
日
の
十
九
路
軍
の
兵
士
と
下
士
官
は
…
…
全
上
海
か
ら
（
全
）
中
国
に
至
る
革

命
的
民
衆
と
密
接
に
手
を
携
え
て
合
作
し
て
こ
そ
、
初
め
て
終
始
不
屈
に
奮
戦
で
き
る
」
と
宕
三
＝
口
し
た
。
そ
し
て
「
上
海
の
反
日
戦
争
は
ま
さ

に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
…
…
民
衆
が
断
固
と
し
て
反
日
反
売
国
政
府
を
最
後
ま
で
貫
き
さ
え
ず
れ
ば
、
必
然
的
に
最
後
の
勝
利
を
獲
得
で
き

　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
彰
述
之
も
十
九
路
軍
を
評
価
す
る
。
た
だ
し
上
層
と
下
層
を
区
分
し
、
上
層
小
資
産
階
級
の
精
神
を
代
表
す
る

将
領
蒋
光
影
、
聴
視
鋳
等
は
終
始
萎
縮
し
、
妥
協
的
で
、
根
本
的
に
は
不
抵
抗
主
義
を
主
張
し
、
下
層
小
資
産
階
級
の
精
神
を
代
表
す
る
兵
士

大
衆
と
下
士
官
の
主
張
は
徹
底
抵
抗
で
あ
る
。
日
本
帝
国
主
義
と
徹
底
的
闘
争
を
行
い
、
一
切
の
帝
国
主
義
と
革
命
的
民
族
闘
争
を
行
う
た
め

に
は
、
一
切
の
兵
士
と
下
士
官
が
国
民
党
売
国
政
府
を
離
脱
し
、
民
衆
と
合
体
し
、
無
産
階
級
の
先
鋒
簸
た
る
共
産
党
の
指
導
下
で
初
め
て
可

能
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
は
労
働
運
動
の
中
で
絶
え
ず
日
和
見
・
盲
動
主
義
的
政
策
を
行
い
、
他
方
で
無
自
覚
的
に
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

党
政
府
の
労
働
階
級
鎮
圧
を
援
助
し
て
い
る
、
と
。
そ
こ
で
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
任
務
は
①
各
地
の
労
働
者
、
農
民
、
都
市
貧
民
の
義
勇
軍
運

動
を
組
織
し
、
反
日
反
国
民
党
の
旗
の
下
に
決
起
さ
せ
、
同
時
に
軍
隊
で
分
化
運
動
を
行
い
、
国
民
党
支
配
か
ら
離
脱
さ
せ
、
反
日
反
国
民
党

義
勇
軍
を
成
立
さ
せ
る
。
②
全
力
で
労
働
者
の
罷
工
運
動
を
推
進
し
、
労
働
老
ソ
ビ
エ
ト
を
組
織
す
る
、
③
土
地
奪
取
と
反
帝
反
国
警
党
の
旗

の
下
で
農
民
武
装
闘
争
を
発
展
さ
せ
、
農
民
ソ
ビ
エ
ト
区
域
を
拡
大
す
る
、
④
全
人
民
代
表
の
国
民
会
議
を
開
催
し
、
全
国
規
模
で
反
日
半
国

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

民
党
闘
争
を
指
導
す
る
、
と
し
た
。

　
中
共
中
央
の
開
聞
天
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
取
消
派
は
こ
れ
を
「
左
」
の
国
民
党
軍
閥
指
導
下
の
反
日
戦
争
と
規
定
し
、
国
民
党
軍
閥
の

一
切
の
陰
謀
の
暴
露
で
は
な
く
、
革
命
兵
士
と
民
衆
に
遼
合
を
呼
び
か
け
、
「
絶
対
に
今
回
の
反
欝
戦
争
を
擁
護
す
る
」
と
し
、
主
要
工
作
と

し
て
各
学
校
か
ら
市
区
に
至
る
ま
で
緊
急
行
動
委
員
会
を
樹
立
し
、
①
抗
日
義
勇
軍
の
編
成
、
②
募
集
、
緊
急
奮
発
、
及
び
好
商
、
売
国
奴
か

ら
財
産
を
強
制
没
収
し
、
義
勇
軍
に
軍
費
を
供
給
す
る
と
し
た
。
そ
の
上
、
取
消
派
は
十
九
路
軍
軍
官
達
を
指
導
し
て
抗
日
の
み
な
ら
ず
、
反
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蒋
ま
で
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
面
の
唯
一
の
任
務
と
し
て
「
小
資
産
階
級
の
党
派
、
甚
だ
し
く
は
左
旋
園
し
た
自
由
資
産
階

級
の
党
派
」
、
例
え
ば
第
三
党
の
類
と
連
合
し
、
鷲
介
石
の
国
民
政
府
を
打
倒
し
、
蒋
光
蕪
、
票
古
墨
の
類
の
「
中
間
統
治
形
式
」
を
打
ち
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
、
そ
れ
を
徹
底
的
な
民
族
戦
争
、
徹
底
的
な
民
主
政
治
制
度
の
道
を
歩
ま
せ
る
と
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
つ
ま
り
、
ト
戸
ツ
キ
ー
派
が
当
時
、

十
九
路
軍
の
抗
戦
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
二
二
天
の
言
か
ら
も
傍
証
で
き
る
。
そ
の
上
、
十
九
路
軍
に
「
反
蒋
」

を
期
待
し
た
こ
と
も
、
福
建
人
民
革
命
政
府
で
の
同
軍
の
役
割
を
見
れ
ば
分
か
る
通
り
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
海

を
拠
点
と
す
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
第
一
次
上
海
事
変
と
聖
衆
の
反
日
意
識
の
盛
り
上
が
り
を
身
近
に
み
て
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
見
抜
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
に
康
生
は
以
下
の
よ
う
に
総
括
し
た
。
「
三
二
年
当
時
、
中
国
の
最
も
主
要
な
事
件
は
上
海
戦
争
で
あ

る
。
十
九
路
軍
と
上
海
の
労
働
者
、
市
民
は
上
海
を
防
衛
す
る
た
め
に
英
知
的
に
抗
日
し
た
。
し
か
し
、
ト
ロ
ツ
キ
…
匪
徒
…
…
は
異
口
同
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
『
上
海
戦
争
は
民
族
革
命
戦
争
で
は
な
く
、
帝
国
主
義
と
帝
国
主
義
の
戦
争
で
あ
る
』
と
言
っ
た
」
と
。
つ
ま
り
康
生
は
、
中
共
が
当
時
十

九
路
軍
の
抗
日
を
評
価
し
た
の
に
対
し
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
評
価
で
き
ず
、
破
壊
活
動
を
行
っ
た
と
、
事
実
を
逆
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
、
組
織
発
展
の
活
路
を
北
方
の
学
生
運
動
と
労
働
運
動
に
見
い
だ
そ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
北
平
は
主
要
な
学
生
地

域
で
あ
り
、
各
学
校
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
が
核
心
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
同
時
に
学
生
を
労
農
の
中
に
行
か
せ
、
双
方
の
運
動
を
連
携

さ
せ
、
特
に
学
生
を
国
民
会
議
開
催
の
闘
争
に
向
か
う
よ
う
に
鼓
舞
す
る
。
②
北
方
の
産
業
労
働
者
は
鉄
道
、
鉱
山
、
及
び
紡
績
労
鋤
者
等
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番

あ
り
、
こ
れ
が
北
方
工
作
発
展
の
唯
一
の
基
盤
で
あ
る
、
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
が
組
織
強
化
を
模
索
し
な
が
ら
、
中
共
と
も
熾
烈
な
論
争
を
続
け
て
い
た
三
二
年
一
〇
月
一
七
日
、
陳
独
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

逮
捕
と
い
う
決
定
的
打
撃
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
「
第
三
次
破
壊
」
で
あ
る
。
上
海
公
安
局
長
文
鴻
恩
が
最
高
指
揮
を
採
り
、
上
海
共
同
租
界
、

仏
租
界
九
ヵ
所
で
ト
g
ツ
キ
ー
派
壊
滅
作
戦
が
執
行
さ
れ
た
。
丁
度
、
病
欠
の
陳
を
除
く
、
彰
述
之
、
羅
禅
機
、
宋
逢
春
、
濃
徳
治
が
鞘
翅
盤

宅
で
週
一
回
の
常
任
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
全
員
が
逮
捕
さ
れ
、
夕
方
に
は
岳
衝
路
の
住
居
で
陳
も
逮
捕
さ
れ
た
。
結
局
、
陳
、
彰

述
之
、
羅
世
子
、
上
巳
盤
、
王
子
平
（
言
猛
）
、
何
資
深
、
彰
道
之
、
梁
有
光
（
以
上
、
無
産
者
鮭
）
、
宋
逢
春
、
漢
徳
治
（
以
上
、
十
月
社
）
、
王
平
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一
（
騰
社
奪
が
逮
捕
さ
れ
・
最
高
幹
部
突
出
し
た
活
動
家
が
盲
打
尽
と
さ
れ
た
の
で
あ
華
と
、
乞
で
・
三
一
年
育
向
撃
発
の
銃
殺

以
降
、
ヌ
ウ
ラ
ソ
夫
妻
（
コ
、
、
・
ソ
テ
ル
ソ
極
東
局
秘
書
）
、
韓
麟
符
節
の
逮
捕
が
続
き
、
陳
の
逮
捕
前
に
は
紅
軍
第
十
三
弓
長
胡
公
明
免
も
逮
捕
さ
れ

　
　
⑯

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
類
推
す
る
に
、
南
京
国
民
政
府
の
弾
圧
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
み
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
共
産
主
義
運
動
弾

圧
の
一
環
で
あ
っ
た
と
み
な
せ
る
。

　
と
も
あ
れ
陳
独
善
と
い
う
著
名
な
人
物
の
逮
捕
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
。
こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
陳
の
支
持
基

盤
と
そ
の
対
立
す
る
立
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
、
国
民
党
寄
り
の
『
北
方
公
論
』
は
「
政
府
が
陳
独
秀
を
当
面
の
中

国
共
産
党
の
首
領
と
み
な
し
、
銃
殺
か
無
期
懲
役
を
判
決
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
民
党
の
勝
利
と
い
う
よ
り
共
産
党
の
勝
利
」
と
し
、
中
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

中
央
の
指
導
者
達
は
「
死
ね
ば
よ
い
！
」
と
い
っ
て
い
る
と
す
る
。
第
二
に
、
実
際
に
中
共
系
は
ど
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
か
。
『
大
衆
評

論
』
は
「
か
つ
て
革
命
に
参
加
し
、
後
に
革
命
に
背
い
た
政
党
（
某
国
く
国
民
党
V
、
第
三
党
、
改
組
派
、
社
会
民
主
党
、
取
消
派
等
）
、
あ
る
い
は
個

人
は
全
て
革
命
の
敵
」
と
し
た
上
で
、
「
十
月
革
命
一
五
周
年
記
念
、
及
び
中
華
ソ
ビ
エ
ト
中
央
政
府
成
立
一
周
年
記
念
勝
利
を
か
ち
取
る
た

め
に
ま
さ
に
闘
争
し
て
い
る
時
に
、
反
革
命
取
消
派
は
公
然
と
出
面
の
懐
の
中
に
入
っ
た
！
　
取
消
派
は
某
党
と
共
同
陰
謀
の
下
で
、
…
…
革

　
　
　
　
　
⑱

命
を
破
壊
し
た
」
と
し
、
陳
ら
の
逮
捕
は
実
は
国
民
党
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
が
結
託
す
る
た
め
の
茶
番
劇
と
み
な
し
て
い
る
。
第
三
に
、
北
方
ト

戸
ツ
キ
ー
派
機
関
誌
『
先
鋒
』
（
通
訊
処
は
北
京
大
学
）
は
、
当
然
、
陳
救
援
を
訴
え
る
。
「
中
国
革
命
の
領
袖
、
中
国
共
産
党
の
創
始
者
、
左
派

反
対
派
の
指
導
者
陳
童
心
は
、
す
で
に
残
酷
な
国
民
党
に
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
左
派
反
対
派
の
損
失
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

国
革
命
全
体
の
損
失
で
あ
る
」
。
陳
救
援
の
た
め
に
「
即
刻
、
中
国
共
産
党
左
派
反
対
派
に
加
入
せ
よ
！
」
、
と
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
注
目
す
べ
き
は
第
三
勢
力
、
知
識
人
の
動
向
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
全
一
連
代
表
者
で
、
後
の
「
抗
日
七
君
子
」
の
一
人

王
命
時
は
「
共
産
党
の
盲
目
的
暴
動
に
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
法
律
の
手
続
ぎ
に
よ
っ
て
初
め
て
判
決
で
き
る
」
と
強
調
し
、

陳
ら
を
①
法
廷
に
出
す
、
②
裁
判
は
公
開
、
③
被
告
ら
は
弁
護
土
を
要
請
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
、
④
脅
迫
に
よ
っ
て
自
白
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
と
提
起
、
か
つ
ヌ
ウ
ラ
ン
夫
妻
と
同
様
に
法
に
よ
っ
て
解
決
で
き
、
都
演
達
式
の
解
決
方
法
（
銃
殺
）
を
採
る
べ
き
で
は
な
い
と
強
調
し
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た
。
こ
の
よ
う
に
、
法
に
よ
っ
て
裁
く
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
と
同
様
に
扱
う
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
王
の
み
な
ら
ず
、

当
時
北
平
に
い
た
胡
適
、
上
海
に
い
た
票
元
中
、
揚
杏
仏
、
林
語
堂
ら
が
国
民
政
府
、
国
民
党
中
央
に
「
人
材
を
惜
し
む
」
等
と
打
電
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

翠
玉
齢
も
蒋
介
石
に
面
会
を
求
め
た
。
陳
逮
捕
も
大
き
な
契
機
と
し
て
三
二
年
一
二
月
上
海
で
組
織
さ
れ
た
の
が
、
中
国
民
権
保
障
同
盟
で
あ

る
。
参
加
者
は
宋
慶
齢
、
春
岡
培
、
胡
適
、
王
半
時
、
沈
鈎
儒
、
魯
迅
、
母
語
堂
、
及
び
米
人
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
の
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
活
動
は
①
国
内
政
治
犯
の
釈
放
と
不
法
な
拘
束
、
残
酷
な
刑
罰
、
殺
害
廃
止
の
た
め
に
闘
う
、
②
結
社
、
集
会
、
言
論
、
出
版
の
自
由
等

で
あ
っ
た
。
保
障
同
盟
が
第
三
勢
力
、
知
識
人
の
結
集
体
と
し
て
多
く
の
政
治
犯
救
済
に
奔
走
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　
結
局
、
陳
独
秀
ら
は
江
箪
地
方
法
院
で
公
開
裁
判
が
行
わ
れ
た
。
「
危
害
民
国
案
起
訴
書
」
の
「
上
露
秀
部
分
」
で
は
、
新
文
化
運
動
、
中

共
総
書
記
時
代
の
陳
を
説
明
し
た
後
、
上
海
で
中
共
左
派
反
対
派
を
組
織
し
、
さ
ら
に
北
平
、
天
津
、
広
州
、
香
港
等
に
支
部
を
組
織
し
、
手

分
け
し
て
活
動
し
た
。
た
だ
、
経
費
に
限
り
が
あ
り
、
工
会
、
学
生
運
動
に
参
加
で
き
た
だ
け
で
、
農
会
方
面
は
党
員
も
か
な
り
少
な
く
拡
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
術
が
な
か
っ
た
と
し
た
。
第
一
回
審
理
で
、
陳
は
国
民
党
打
倒
を
目
的
と
す
る
理
由
を
聞
か
れ
、
①
国
民
党
政
治
は
銃
剣
政
治
で
、
人
民
、

お
そ
ら
く
党
員
も
発
言
権
な
く
、
民
主
政
治
の
原
期
に
合
わ
な
い
、
②
中
国
入
は
す
で
に
極
点
ま
で
困
窮
し
て
い
る
の
に
、
軍
閥
、
宮
号
は
金

銭
を
集
め
る
こ
と
を
知
る
だ
け
で
、
「
高
麗
」
亡
国
時
の
現
象
と
同
じ
で
あ
る
、
③
全
国
人
民
は
抗
日
を
主
張
し
て
い
る
の
に
、
政
府
は
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

一
歩
β
本
に
譲
歩
し
、
上
海
で
十
九
路
軍
を
支
援
し
な
か
っ
た
と
い
う
三
点
を
あ
げ
た
。
公
開
裁
判
の
結
果
、
陳
と
彰
述
之
は
懲
役
一
五
年
、

濃
徳
治
、
羅
世
藩
、
王
子
平
、
宋
惜
春
、
何
資
財
は
懲
役
五
年
、
彰
道
之
二
年
半
、
王
平
一
、
梁
有
光
は
無
罪
で
あ
っ
た
。
梁
の
無
罪
理
由
は

不
明
で
あ
る
が
、
王
平
一
は
出
獄
と
同
時
に
「
反
共
宜
言
」
を
出
し
、
国
民
党
に
投
降
し
た
。
ま
た
、
彰
道
之
は
看
守
所
で
病
死
。
陳
ら
は
弁

護
士
の
勧
め
で
最
高
法
院
に
上
告
し
、
陳
と
彰
の
み
が
八
年
に
減
刑
さ
れ
、
他
は
五
年
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
刑
が
確
定
し
、
南
京

の
老
虎
橋
監
獄
に
入
っ
た
。

　
陳
逮
捕
後
、
上
海
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
が
大
分
裂
し
始
め
た
。
①
一
小
部
分
は
中
共
に
投
降
し
、
悔
悟
を
表
明
し
た
。
②
大
部
分
は
マ
ル
ク
ス
・

レ
…
ニ
ン
主
義
を
捨
て
、
桂
会
民
主
主
義
の
信
徒
と
な
っ
た
。
③
王
芸
林
は
公
然
と
ト
ロ
ッ
キ
…
派
を
離
脱
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
学
会
を
組
織
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⑳

し
、
実
際
活
動
を
停
止
し
た
。
北
方
で
も
同
様
で
、
楊
凱
グ
ル
…
プ
は
自
己
の
錯
誤
を
認
め
、
中
共
に
党
籍
回
復
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
ト
ロ

ッ
キ
…
派
の
内
部
機
関
誌
『
校
内
生
活
』
に
よ
る
と
、
陳
の
威
信
と
経
済
的
維
持
に
よ
り
上
海
各
区
機
関
は
存
続
し
、
機
関
報
も
経
常
的
に
発

行
し
て
い
た
が
、
陳
逮
捕
後
、
区
委
は
消
滅
し
、
機
関
報
も
出
版
す
る
術
が
な
い
。
同
志
、
区
委
、
指
導
機
関
の
間
の
連
絡
は
断
絶
し
た
。
ま

た
、
上
海
の
組
織
は
腐
敗
し
、
規
律
も
緩
み
、
会
議
も
し
ば
し
ば
召
集
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
組
織
整
頓
の
た
め
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
を

増
大
さ
せ
、
同
志
の
政
治
水
準
を
高
め
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
当
面
の
工
作
と
し
て
①
過
渡
期
の
民
主
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
用
い
て
広
範
な
大
衆

と
連
携
す
る
、
②
世
界
恐
慌
と
農
村
破
産
等
が
造
成
し
た
都
市
の
失
業
現
象
を
鋭
く
つ
き
、
…
方
で
失
業
救
済
団
体
等
を
公
開
組
織
し
て
大
衆

に
接
近
し
、
他
方
で
労
働
者
を
指
導
し
て
新
た
な
一
切
の
搾
取
に
反
対
す
る
。
③
国
民
党
政
府
の
日
本
へ
の
投
降
を
随
時
盆
地
に
指
弾
す
る
、

と
。
ま
た
、
雪
衣
も
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
が
政
権
を
掌
握
す
る
以
前
、
民
主
主
義
運
動
を
放
棄
す
る
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
主
義
（
者
）
の
策
略
で

は
な
い
。
…
…
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
は
歴
史
を
推
進
す
る
一
種
の
動
力
で
あ
る
」
と
し
、
従
来
の
過
渡
期
路
線
の
踏
襲
を
再
確
認
し
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
改
組
を
繰
り
返
し
、
寛
仁
静
、
厳
霊
峰
、
陳
其
昌
、
任
曙
ら
に
よ
り
や
っ
と
上
海
臨
委
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
、
ト
ロ
ツ
キ
ー

の
指
示
に
よ
り
劉
が
書
記
に
就
任
し
た
。
だ
が
、
動
揺
は
収
ま
ら
ず
、
三
三
年
鑑
月
代
っ
て
任
曙
が
書
記
に
就
任
し
、
北
方
ト
百
ツ
キ
ー
派
代

表
も
召
集
し
、
上
海
臨
委
を
「
全
国
臨
委
」
に
改
組
し
、
上
海
各
区
委
を
解
散
し
、
上
海
市
委
と
し
た
。
か
く
し
て
〈
書
記
〉
劉
伯
荘
、
〈
宣

伝
〉
厳
霊
峰
、
〈
組
織
V
任
曙
、
〈
委
員
〉
趙
済
、
李
平
ら
の
新
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。
だ
が
、
癖
人
は
逮
捕
さ
れ
、
国
民
党
特
務
の
秘
密
裡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

判
で
投
降
を
拒
絶
し
た
た
め
銃
殺
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
時
期
、
世
界
反
戦
委
員
会
（
総
部
・
パ
リ
）
が
上
海
で
極
東
反
戦
会
議
開
催
を
決
定
し
た
。
三
三
年
八
月
中
国
側
主
催
者
・
宋

慶
齢
が
欧
州
代
表
一
行
四
人
を
出
迎
え
た
。
そ
の
時
、
彼
女
は
「
帝
国
主
義
戦
争
反
対
」
を
声
明
し
、
独
、
日
、
英
、
仏
、
米
の
軍
備
拡
張
に

よ
り
世
界
は
戦
争
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
日
本
の
中
国
侵
略
は
そ
の
一
環
と
の
認
識
を
示
し
た
。
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
宋
慶
齢
の
呼
び
か

け
に
応
じ
、
党
派
に
か
か
わ
ら
な
い
「
統
一
戦
線
」
重
視
の
立
場
か
ら
全
面
参
加
を
決
定
し
た
。
だ
が
、
国
民
党
の
妨
害
に
あ
っ
た
た
め
、
秘

密
会
場
は
中
共
地
下
組
織
が
按
配
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
中
共
か
ら
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
元
中
共
党
員
に
復
党
の
誘
い
が
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
、
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彰
述
之
の
妻
陳
碧
蘭
は
拒
絶
し
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
立
場
を
堅
持
し
た
た
め
、
結
局
、
彼
ら
の
参
加
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
同
年
一
一
一
月
福
建
入
民
革
命
政
府
（
以
下
、
人
民
政
府
）
が
成
立
し
た
。
三
池
亥
佐
夫
は
、
大
会
に
は
社
会
民
主
党
、
第
三
党
、
ト
ロ
ツ
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

派
、
国
家
主
義
青
年
党
等
の
代
表
一
一
一
八
人
の
闘
士
が
集
ま
っ
た
と
す
る
。
で
は
、
具
体
的
に
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
人
民
政
府
と
い
か
な
る
関
係

に
あ
っ
た
の
か
。
福
建
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
全
国
臨
委
は
す
ぐ
に
人
民
政
府
に
参
加
さ
せ
る
た
め
、
宣
伝
委
員
厳
霊
峰
を
派
遣
し
た
。
厳
は

人
民
政
府
情
報
処
副
窮
屈
、
及
び
生
産
人
民
党
党
務
責
任
者
に
就
任
し
た
。
厳
に
続
い
て
任
曙
や
杜
畏
之
も
福
建
に
向
か
っ
た
。
こ
の
時
、
厳

は
人
民
政
府
駐
在
中
共
代
表
の
溜
漢
年
と
接
触
し
、
「
反
命
抗
日
」
の
合
作
を
建
議
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
人
民
政
府
に
対
す
る
見
解
を
知
る
た
め
、
全
国
臨
委
「
福
建
事
変
宣
伝
大
綱
」
（
三
三
年
一
二
月
）
を
検
討
し
た

い
。
ま
ず
、
国
昆
党
政
府
を
「
大
資
産
階
級
、
地
主
、
買
弁
、
豪
紳
、
軍
閥
、
官
僚
の
独
裁
政
権
」
と
み
な
し
、
人
民
政
府
樹
立
は
資
産
階
級

内
部
の
政
変
と
し
、
民
衆
の
民
族
・
民
主
要
求
、
反
国
民
党
を
潜
在
力
が
社
会
統
治
階
級
に
反
映
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
〈
政
変
に
対
す

る
態
度
〉
人
民
政
府
を
「
連
合
戦
線
運
動
」
と
見
な
し
、
①
積
極
的
、
組
織
的
に
運
動
を
呼
応
す
る
、
②
指
導
的
役
割
を
か
ち
取
り
、
民
衆
が

領
袖
を
、
政
治
が
軍
事
を
支
配
す
る
形
態
に
改
め
る
、
③
労
働
者
大
衆
を
発
動
、
組
織
す
る
、
④
組
織
、
政
策
の
独
立
と
批
評
の
自
由
を
妨
げ

ず
、
一
切
の
革
命
勢
力
と
連
合
戦
線
を
成
立
さ
せ
、
全
国
的
に
発
展
さ
せ
、
国
民
党
独
裁
と
フ
ァ
シ
ス
ト
に
反
対
す
る
。
⑤
全
力
を
集
中
し
て

全
国
、
と
り
わ
け
都
市
に
お
け
る
「
民
主
戦
争
」
を
発
展
さ
せ
る
。
〈
宣
伝
要
点
〉
③
民
衆
に
今
回
の
政
変
の
過
去
の
一
切
の
政
変
と
異
な
る

意
義
を
指
摘
す
る
。
②
福
建
政
変
提
出
の
政
綱
は
、
大
部
分
が
中
国
民
衆
の
最
低
で
最
も
切
算
し
た
要
求
で
あ
る
。
③
反
帝
、
特
に
反
日
を
強

め
る
。
④
ス
タ
ー
リ
ン
派
が
農
村
に
偏
向
し
、
都
市
、
民
族
・
民
主
闘
争
を
無
視
す
る
孤
立
政
策
の
誤
り
を
改
め
、
共
同
で
全
力
を
集
中
し
、

こ
の
運
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
〈
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉
①
樹
陰
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、
一
切
の
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
、
②
失
地

回
復
と
｛
切
の
不
平
等
条
約
の
廃
止
、
③
国
民
党
政
府
打
倒
、
④
言
論
、
集
会
、
結
社
、
出
版
、
罷
工
の
自
由
、
⑤
政
治
犯
釈
放
と
人
民
圧
迫

の
一
切
の
法
律
廃
止
、
⑥
直
接
普
選
に
よ
る
全
権
を
有
す
る
国
民
会
議
の
召
集
、
⑦
土
地
革
命
、
⑧
労
農
、
及
び
一
切
の
労
苦
民
衆
の
生
活
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

善
、
⑨
土
地
、
鉱
山
、
森
林
、
河
道
、
及
び
重
要
企
業
の
国
有
化
、
⑩
国
民
党
軍
隊
の
福
建
、
江
西
（
中
共
地
区
）
へ
の
進
攻
反
対
等
で
あ
っ
た
。
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⑫

こ
れ
を
人
民
政
府
の
「
人
民
代
表
大
会
口
耳
」
「
人
民
権
利
宣
言
」
と
比
較
す
る
と
、
両
者
は
、
抗
日
を
中
核
と
す
る
反
帝
、
国
民
政
府
打
倒
、

自
由
権
要
求
等
は
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
土
地
、
重
要
企
業
等
々
の
国
有
化
は
人
民
政
府
が
ま
ず
打
ち
出
し
た
政
策
と

考
え
ら
れ
る
が
、
当
然
こ
れ
は
孫
文
隔
民
生
主
義
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
元
来
、
社
会
主
義
的
政
策
で
あ
り
、
予
ロ
ッ
キ
ー
派
と
し
て
も
異
存

は
な
い
。
r
差
異
は
下
ロ
ッ
キ
ー
派
が
「
組
織
、
政
策
の
独
立
」
等
に
見
え
る
連
舎
戦
線
で
の
党
派
間
民
主
化
、
都
市
、
r
民
主
運
動
、
労
働
者
等

に
ウ
エ
ー
ト
を
置
い
て
い
る
。
国
民
会
議
を
継
続
し
て
主
張
し
て
い
る
の
は
、
人
民
政
府
を
地
方
連
合
政
権
と
位
置
づ
け
、
国
民
会
議
を
全
国

性
の
連
合
政
府
と
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
人
民
政
府
は
第
三
党
の
意
見
が
反
映
し
、
「
生
産
人
民
」
と
し
て
農
民
、

労
働
者
の
双
方
を
重
視
し
、
r
特
に
孫
文
の
「
耕
老
有
其
田
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
「
農
地
華
墨
」
「
計
口
授
田
」
等
の
農
業
政
策
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
明
白
な
形
で
民
族
資
本
発
展
を
目
指
し
て
い
た
。
つ
ま
り
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
民
主
化
、
運
動
論
を
重
視
し
、
人
民
政
府
は
政
権
担
当

者
と
し
て
実
現
可
能
な
形
で
行
政
、
政
策
面
を
充
実
さ
せ
た
と
い
え
る
。

・
た
だ
、
人
民
政
府
は
数
カ
月
で
崩
壊
し
、
そ
の
時
、
厳
霊
峰
は
国
民
党
に
逮
捕
さ
れ
、
「
反
ト
ロ
ツ
キ
ー
、
反
共
」
声
明
を
出
し
、
国
民
党

に
投
降
し
た
ゆ
三
四
年
三
月
新
羅
委
は
、
一
転
し
て
①
福
建
事
変
の
性
質
は
相
変
わ
ら
ず
一
種
の
軍
閥
の
奪
権
闘
争
で
、
②
全
国
臨
委
が
資
産

階
級
を
革
命
的
乏
考
え
、
福
建
政
変
の
党
派
を
「
革
命
の
連
合
者
」
と
認
め
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
③
今
回
の
教
訓
は
、
資
産
階
級
政
党
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
共
同
行
動
、
あ
る
い
は
立
合
戦
線
方
式
は
永
久
に
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
連
合
戦
線
追
求
の
姿
勢

の
大
転
換
で
あ
る
と
同
時
に
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
が
完
全
に
孤
立
も
、
歴
史
的
役
割
を
果
た
す
時
代
を
終
え
、
か
つ
同

派
に
お
け
る
陳
独
秀
の
影
響
力
が
急
速
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
た
。

r
他
方
、
中
共
は
三
三
年
一
〇
月
、
十
九
路
軍
と
「
反
日
輝
線
初
歩
協
定
」
を
締
結
し
、
軍
事
行
動
の
停
止
と
相
互
不
可
侵
を
決
め
、
「
反
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

後
弓
軍
事
同
盟
」
の
結
成
を
準
備
す
る
と
し
た
。
だ
が
、
人
罠
政
府
成
立
か
ら
約
一
カ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
一
二
月
、
中
共
中
央
は
、
人
民

政
府
が
何
ら
反
帝
反
軍
閥
の
実
際
行
動
を
せ
ズ
天
民
的
」
ヂ
b
軍
命
的
」
で
も
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
触
と
早
急
す
ぎ
る
不
満
を

述
べ
、
將
介
石
に
よ
る
攻
撃
の
際
、
ド
協
定
締
結
に
も
か
か
わ
ち
ず
人
民
政
府
を
支
援
せ
ず
、
三
四
年
一
月
そ
れ
が
崩
壊
す
る
と
、
中
共
中
央
は
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以
下
の
よ
う
に
決
め
つ
け
た
。
人
民
政
府
の
歴
史
は
ま
さ
に
反
革
命
改
良
主
義
の
歴
史
で
、
第
三
の
道
を
追
求
し
た
者
の
歴
史
で
あ
る
。
福
建

に
集
ま
っ
た
一
切
の
中
暑
の
反
革
命
改
良
主
義
集
団
と
党
派
は
、
国
民
党
内
部
の
反
対
派
、
生
産
党
、
第
三
党
、
社
会
民
主
党
、
A
B
団
か
ら

ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
に
至
る
ま
で
、
李
済
深
、
察
廷
錯
か
ら
胡
秋
原
ま
で
、
「
反
帝
反
蒋
」
の
非
常
に
多
く
の
美
し
い
空
論
を
主
張
し
た
。
人
民
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

府
の
一
切
の
行
動
は
動
揺
、
躊
躇
、
投
降
、
裏
切
り
、
妥
協
と
失
敗
主
義
の
行
動
で
あ
っ
た
、
と
。
当
時
、
王
明
指
導
下
で
「
中
間
階
級
主
要

打
撃
論
」
を
採
る
中
共
中
央
は
第
鼠
勢
力
の
連
合
戦
線
に
お
け
る
意
義
を
完
全
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

①
　
前
掲
『
中
国
共
産
党
之
透
視
』
、
四
＝
一
頁
。

②
　
彷
魯
、
前
掲
史
料
、
二
三
八
～
二
三
九
頁
。
濃
徳
治
①
、
八
四
頁
等
。

③
渓
徳
治
①
、
九
五
頁
。

④
陳
独
秀
「
此
次
抗
日
救
国
運
動
的
康
荘
大
路
」
『
火
花
』
～
巻
三
期
、
一
九
三

　
｝
年
∴
○
月
八
日
。

⑤
　
陳
独
秀
「
我
姻
争
論
之
中
心
点
」
『
火
花
』
一
巻
五
期
、
　
一
九
三
一
年
＝
月

　
七
日
。

⑥
唐
宝
林
、
前
掲
書
、
一
五
八
、
一
六
〇
頁
。

⑦
思
美
「
満
州
事
変
中
各
醐
反
動
派
別
悠
様
擁
護
着
国
民
党
的
統
治
」
邸
、
紅
旗
週

　
報
』
ご
三
期
、
一
九
三
一
年
一
一
月
二
〇
日
。

⑧
　
中
国
共
産
党
左
派
反
対
派
「
為
日
軍
占
領
楓
渥
告
全
国
民
衆
」
『
火
花
』
一
巻

　
八
期
、
一
九
三
二
年
四
月
一
日
。

⑨
　
彰
述
之
「
上
海
事
変
的
教
訓
及
其
前
途
扁
『
火
花
』
　
巻
八
期
。

⑩
常
委
「
政
治
決
議
案
－
目
前
的
局
勢
与
我
個
的
任
務
」
一
九
三
二
年
二
月
一

　
〇
日
、
『
校
内
生
活
』
三
期
、
…
九
三
二
年
五
月
二
〇
臼
。

⑪
洛
甫
（
張
聞
天
）
「
上
海
事
変
中
的
取
消
三
川
『
紅
旗
週
報
』
ヨ
四
期
、
一
九
三

　
二
年
四
月
一
日
。

⑫
康
生
「
灘
除
棄
憲
偵
探
民
族
公
敵
的
調
髪
茨
基
匿
徒
」
、
差
手
萬
等
著
『
托
派
在

　
よ
甲
国
』
新
申
国
出
版
社
、
　
一
九
三
九
年
五
月
、
六
〇
頁
。

⑬
「
常
委
対
於
北
方
問
題
的
決
議
」
『
校
内
生
活
』
ご
期
、
一
九
三
二
年
三
月
一

　
五
日
。

⑭
逮
捕
し
た
当
事
者
、
国
民
党
側
史
料
『
透
視
』
の
二
七
日
」
（
四
一
三
頁
）

　
に
信
漏
脚
俊
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
濃
鶯
P
治
の
圓
憶
②
の
「
九
月
」
は
妾
然
誤
り
。

　
ま
た
、
漢
は
こ
れ
を
「
第
二
次
大
破
獲
」
と
す
る
が
、
　
二
｝
年
八
月
の
「
第
二
次

　
破
壊
」
が
あ
り
、
陳
逮
捕
は
い
わ
ば
「
第
三
次
破
壊
」
と
な
る
。

⑯
　
前
掲
『
中
醐
共
産
党
之
透
視
』
、
四
｝
三
頁
。
濃
徳
治
①
、
九
六
頁
。
波
多
野

　
乾
一
、
前
掲
書
第
二
巻
、
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。

⑯
　
波
多
野
乾
一
、
同
前
第
二
巻
、
一
二
〇
頁
。

⑰
金
玉
振
「
由
陳
独
秀
被
捕
説
到
中
国
共
産
党
分
化
之
趨
勢
」
『
陳
独
秀
評
論
』
、

　
六
四
頁
。

⑱
　
　
「
托
陳
取
消
派
首
領
陳
独
秀
被
捕
之
意
義
」
『
遠
島
秀
評
論
』
、
二
二
五
、
一
三

　
七
頁
。

⑲
「
起
来
！
鳳
来
一
掴
救
中
国
革
命
領
袖
陳
独
秀
」
『
陳
独
秀
評
論
』
、
一
五

　
山
ハ
～
一
五
七
百
ハ
。

⑳
王
造
型
「
陳
独
秀
与
翠
雲
」
（
『
主
張
与
批
評
報
』
）
、
『
葉
面
秀
評
論
』
、
「
七
一

　
頁
。

⑳
　
　
「
論
『
未
亡
人
』
陳
狸
秀
」
『
陳
独
秀
評
論
』
、
一
六
〇
頁
。

＠
　
前
掲
拙
稿
「
『
国
民
会
議
』
を
巡
る
政
治
力
学
」
。
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⑳
「
陳
独
甲
案
二
審
記
」
『
陳
三
無
被
捕
資
料
電
導
』
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九

　
八
二
年
、
一
六
四
頁
。

⑳
　
　
「
陳
独
秀
被
捕
後
的
取
消
派
」
『
陳
独
秀
評
論
』
、
＝
ハ
九
頁
。

㊥
　
　
「
我
椚
対
於
目
前
工
作
的
意
見
」
、
昌
文
浬
「
我
椚
対
於
目
前
工
作
的
意
見
」

　
『
校
内
生
漬
』
七
期
、
一
九
ゴ
一
三
年
一
一
月
二
三
日
。

⑳
　
雪
衣
「
目
前
形
勢
与
反
対
派
的
任
務
」
一
九
三
三
年
九
月
ご
九
日
号
『
校
内
生

　
活
』
七
期
。

㊨
⑳
唐
宝
林
、
前
掲
書
、
一
七
五
～
」
七
七
、
｝
八
｝
～
｝
八
三
頁
。

㊥
　
三
池
亥
佐
夫
「
編
建
独
立
と
支
那
の
近
状
」
『
支
那
』
二
五
巻
一
号
、
　
一
九
三

　
　
四
年
一
月
。

⑳
唐
宝
林
、
前
掲
書
、
一
八
五
頁
。

㊥
　
前
臨
委
「
福
建
事
変
宣
傍
大
綱
」
一
九
三
三
年
一
二
月
一
日
、
申
国
共
産
党
左

　
派
反
対
派
『
福
建
購
変
与
反
対
派
属
（
一
九
三
四
年
三
月
一
五
日
）
所
収
。

⑫
酵
謀
成
等
『
“
福
建
事
変
”
資
料
面
隠
』
江
西
人
鼠
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
八

　
　
～
八
一
責
。

⑳
　
　
「
常
委
対
於
福
建
事
変
与
二
百
的
策
略
之
争
論
的
決
議
」
一
九
三
四
年
三
月
七

　
日
、
前
掲
『
福
建
事
変
与
反
対
派
』
所
収
。

⑭
　
前
掲
『
“
福
建
事
変
”
資
料
選
編
』
、
五
七
頁
。

⑯
　
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
為
福
建
事
変
告
全
例
罠
衆
」
『
闘
争
転
三
八
期
、
｝

　
九
三
三
年
一
二
月
。

⑳
　
「
中
翻
共
産
党
中
央
委
員
会
為
福
建
事
変
第
二
次
宣
言
」
『
闘
争
』
四
五
期
、
一

　
九
三
四
年
二
月
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
①
ス
タ
ー
リ
ン
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
へ
の
不
信
と
中
東
鉄
道
事
件
に
も
見
ら
れ
る
中
ソ

矛
盾
、
②
経
済
恐
慌
に
よ
る
農
村
破
産
、
③
九
・
一
八
事
変
を
契
機
と
す
る
帝
国
主
義
列
強
内
で
の
対
日
矛
盾
の
突
出
を
背
景
に
、
中
国
共
産

主
義
運
動
に
は
二
つ
の
傾
向
が
現
れ
た
。
一
つ
は
中
共
で
、
動
揺
し
な
が
ら
も
原
野
的
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
を
受
け
入
れ
る
が
、
同
時
に

都
市
暴
動
を
試
み
な
が
ら
も
農
村
型
革
命
へ
と
重
点
を
移
し
、
農
民
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
農
業
国
家
・
中
国
に
適
し
た
革
命
に
打
開
の
道

を
見
い
だ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
反
日
も
鼓
吹
す
る
が
、
実
際
に
は
当
時
、
国
内
・
農
村
問
題
解
決
に
力
点
を
置
き
、
土
地
革
命
を
挺
子
に
農
民

を
革
命
の
原
動
力
と
す
る
こ
と
で
、
中
国
革
命
を
最
終
的
に
勝
利
に
導
く
方
向
を
切
り
開
い
た
。
だ
が
、
中
共
は
第
一
次
国
共
合
作
期
の
国
民

会
議
・
連
合
戦
線
政
策
を
始
め
と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
的
な
諸
政
策
を
「
右
翼
日
和
見
主
義
」
と
し
て
切
り
捨
て
、
ま
た
、
山
岳
・
農

村
を
根
拠
地
と
し
た
た
め
、
実
質
的
に
民
主
・
民
族
主
義
の
観
点
に
立
て
ず
、
都
市
に
適
応
で
き
な
い
政
党
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も

う
一
つ
の
傾
向
を
体
現
す
る
中
国
ト
揖
ツ
キ
ー
派
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
を
拒
絶
し
、
ソ
連
と
の
民
族
矛
盾
に
も
敏
感
に
反
応
し
た
。
ま
た
、
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上
海
、
香
港
に
基
盤
が
あ
っ
た
た
め
、
労
働
運
動
の
低
調
を
直
接
実
感
で
き
、
単
純
暴
動
主
義
批
判
の
急
先
鋒
に
立
っ
た
。
そ
し
て
、
陳
ら
は

革
命
情
勢
に
な
く
、
「
資
本
主
義
社
会
」
が
確
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
課
題
が
未
完
成
と
の
認
識
か
ら
、
圏
民

会
議
要
求
を
中
核
と
す
る
都
市
型
闘
争
を
継
続
し
、
都
市
諸
階
級
と
の
競
合
、
連
繋
の
中
で
中
国
革
命
の
達
成
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
対
外
矛
盾
を
上
海
で
直
接
感
じ
た
た
め
、
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
発
想
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
農
民
組
織
化
や
土
地
革
命
等

に
言
及
す
る
が
、
農
民
を
従
属
的
位
置
に
置
く
意
識
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
、
ま
た
力
量
的
に
も
農
民
の
中
に
は
入
り

込
め
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
圧
倒
的
多
数
の
農
民
を
実
質
的
に
無
視
、
あ
る
い
は
軽
視
し
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
路
線
は
、
確
か
に
中
國
革
命
を

勝
利
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
時
の
中
国
共
産
主
義
運

動
を
総
合
的
に
見
る
と
、
農
村
、
都
市
の
双
方
を
カ
バ
ー
で
き
る
勢
力
は
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
に
農
村
型
闘
争
方
式
を
採
る
か
、
都
市

型
闘
争
方
式
を
採
る
か
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
共
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
主
張
、
対
立
点
が
い
か
に

大
き
く
見
え
て
も
、
結
果
的
に
農
村
と
都
市
を
分
担
し
、
相
互
補
完
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
共
産
主
義
者
と
し
て
社
会
主
義
革
命
・
第
三
次
革
命
を
構
想
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
将
来
」
の
第
三
次
革
命
ま
で
は
ブ
ル

ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
実
現
を
主
要
任
務
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
第
一
次
国
共
合
作
期
か
ら
続
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
流
れ
を
継
承
し

た
こ
と
を
意
味
し
、
孫
文
思
想
の
継
承
を
明
確
に
し
た
第
三
党
を
始
め
と
す
る
第
三
勢
力
と
の
接
点
を
容
易
に
見
い
だ
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

さ
ら
に
、
ト
癖
ツ
キ
ー
派
幹
部
は
労
働
者
を
評
価
し
、
知
識
分
子
等
を
批
判
し
た
が
、
労
働
者
出
身
の
馬
玉
夫
等
を
除
け
ば
、
幹
部
自
体
が
主

要
に
知
識
分
子
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
当
初
、
第
三
党
、
改
組
派
を
経
て
無
産
者
社
に
加
入
し
、
陳
逮
捕
後
、
あ
る
部
分
の
社
会
民

主
主
義
者
へ
の
転
換
が
容
易
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
、
九
・
一
八
事
変
の
際
、
民
族
資
本
家
を
含
め
た
「
民

族
統
一
戦
線
」
の
主
張
、
第
一
次
上
海
事
変
で
の
十
九
路
軍
へ
の
支
持
、
人
民
政
府
の
歴
史
的
意
義
を
正
当
に
評
価
し
、
自
ら
参
画
し
た
。
そ

れ
故
、
王
造
時
ら
第
三
勢
力
が
陳
逮
捕
の
際
、
救
出
を
望
ん
だ
こ
と
は
必
然
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
陳
の
立
脚
点
が
労
働
者
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
第
三
勢
力
、
知
識
分
子
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
三
一
年
一
月
「
綱
領
」
で
自
ら
を
「
中
間
左
派
」
と
位
置
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づ
け
る
が
、
「
左
派
反
対
派
」
の
自
称
と
異
な
り
、
こ
の
時
期
、
実
は
中
共
よ
り
「
宕
派
」
に
位
置
し
て
お
り
、
都
市
型
共
産
主
義
運
動
で
あ

る
と
同
時
に
、
中
国
共
産
主
義
運
動
の
中
で
最
も
第
三
勢
力
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ト
μ
ツ
キ
ー
派
は
一
貫
し
て
国
民
会
議
・
連
合
戦
線
を
主
張
し
、
時
に
は
中
共
に
ま
で
合
作
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
主
張
は
藤
下
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
一
点
で
、
思
想
、
信
条
、
階
級
等
を
問
わ
ず
連
合
す
る
と
い
う
も
の
で
、
中
共
は
常
に
ト
窟
ツ
キ
ー
派
批
判
を
前
提
と
し
て
要
求
し

た
た
め
、
相
容
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
が
第
三
党
、
国
家
主
義
派
、
改
組
二
等
の
第
三
勢
力
諸
党
派
と
共
に
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
共
通
項
と
す
る
各
々
の
抗
日
連
合
政
権
構
想
を
主
張
し
続
け
、
人
民
政
府
樹
立
の
思
想
的
、
運
動
的
背
景
を
生
み
だ
し
た
意

　
　
　
　
　
　
　
①

義
は
看
過
で
き
な
い
。
つ
ま
り
中
共
が
連
合
戦
線
政
策
を
放
棄
し
た
後
も
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
に
よ
っ
て
共
産
主
義
勢
力
側
か
ら
の
連
合
戦
線
構

想
は
維
持
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
流
れ
は
両
舷
事
変
、
西
安
事
変
を
誘
発
し
、
さ
ら
に
第
二
次
国
共
合
作
・
抗
臼
民
族
統
一
戦
線
に
繋
が
っ

て
い
っ
た
。
だ
が
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
自
体
は
人
民
政
府
崩
壊
を
最
後
に
、
連
合
戦
線
追
求
の
姿
勢
を
完
全
に
放
棄
し
た
。
三
七
年
八
月
陳
は
出

獄
す
る
が
、
そ
の
後
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
観
点
か
ら
第
二
次
国
共
合
作
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
支
持
し
、
二
致
し
て
国
民
党
の
一
党
政

権
、
及
び
そ
の
抗
日
戦
争
に
対
す
る
軍
事
最
高
統
帥
権
」
を
承
認
し
、
中
共
、
そ
の
他
党
派
は
野
党
の
資
格
で
抗
日
戦
争
を
絶
対
に
擁
護
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
と
を
強
く
訴
え
た
が
、
す
で
に
「
国
共
妥
協
」
を
非
難
す
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
へ
の
影
響
力
を
失
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は

国
民
党
打
倒
を
主
目
標
に
掲
げ
続
け
、
第
二
次
国
共
合
作
に
至
っ
て
は
全
く
理
解
で
き
ず
、
地
主
、
資
本
家
か
ら
華
僑
に
至
る
ま
で
抗
日
の
た

め
に
統
一
す
る
上
で
、
蒋
介
石
・
国
民
政
府
の
有
す
る
政
治
的
力
最
、
糾
合
力
、
及
び
そ
の
歴
史
的
役
割
を
正
確
に
評
価
で
き
な
い
状
況
に
陥

っ
た
の
で
あ
る
。

　
③
　
前
掲
拙
稿
「
『
国
鳥
会
議
』
を
巡
る
政
治
力
学
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
「
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
を
解
剖
す
る
」
『
興
亜
資
料
月
報
山
一
九
三
九
年
一
二
月
、
三

　
②
　
陳
独
秀
「
抗
戦
中
的
党
派
問
題
」
一
九
三
八
年
二
月
、
『
陳
独
秀
著
作
選
』
上
海
　
　
　
　
　
四
頁
。

　
　
人
民
出
版
社
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一
九
九
三
年
、
四
四
五
買
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The　lnfluence　of　the　East　Asia　Youths’　League　（osha．　lune）

　　　　　　　　　　on　Burmese　lndependence　Movements

by

TAKEsHIMA　Yoshinari

　　This　paper　attempts　to　explore　tiie　significance　of　Japanese　occupation

in　Southeast　Asia　by　examining　the　role　of　the　East　Asia　Yorths’　L　eague

（esha．　lulje），　formed　in　Burma　under　Japanese　rule．　Thougk　an　instit－

utional　analysis，　the　process　of　the　League’s　formation　and　growth　into

a　large，　popular　organization　with　a　membership　of　fifty　to　sixty　thousand

is　chronicled．　During　the　post－war　period，　the　League　became　one　of

the　most　powerful　organizations　in　Burrna　and　contributed　to　the　AFPFL’＄

resistance　to　the　British　Ernpire．　Because　nationalist　leaders　such　as

Bogyou　Aung　San　confessed　that　prior　to　the　war　the　popularization　of

the　Thakin　parry　had　been　exceedingly　dithcult，　the　significance　of　a

popular　mass　organization　such　as　the　League　should　be　manifest．　ln

short，　the　League　helped　prope！　the　cause　of　Burmese　independence．

The　Origin　and　Development　of　the

　　　　　　　　Trotskiites　in　China

by

KiKucm　Kazutaka

　　The　Trotskiite　faction　of　the　Chinese　Communist　Party　was　primarily

composed　of　those　Chinese　who　had　studied　abroad　in　Moscow，　and

followers　of　Ch’ ?ｎ　Du－xiu（陳独秀），　who　had　been　expelled　from　the

Chinese　Communist　Party．　ln　their　struggle　against　Stalin　and　the

bureaucratic　control　of　Comintern，　the　Trotskiites　emphasized　democracy，

an　d　furthermore　increasingly　cri’ticized　the　Soviet　Union　for　promoting

its　national　interests　at　the　expense　of　world　communism．　Although

the　move　of　the　Chinese　Communist　Party　lfrom　urban　areas　to　the

countryside　was　to　lay　the　groundworl〈　for　the　ultimate　success　of　the
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revolution，　this　was　achieved　at　the　expense　of　democratic　principles．　By

consrast，　the　Trotskiites　rernained　in　’large　cities　such　as　Shanghai　and

promoted　democratization　based　upon　the　believe　that　Chinese　society，，

although　capitalist，　had　not　yet　dev’eloped　a　mature　democratic　system．

Of　course，　one　could　criticized　the　Trotsl〈iites　for　overempltasizing　the・

proletariat　and　ignoring　the　plight　of　the　peasantry　in　a　rural　nation

such　as　China，　but　at　that　time，　there　was　no　organization　in　the

Communist　movement　capable　of　in　tegrating　urban　and　rural　districts．

The　Trotskiites　and　tlte　Communist　Party　essentially　took　on　mutually

complementary　roles　of　organizing　town　and　coulttryside．　After　the・

Manchurian　lncident　of　1931，　the　Trotskiites　strengthened　their　anti－

Japanese　natioRaiism，　and　encouraged　people　to　organize　the　United

Front．　Most　significantly，　the　Trotskiites　joined　hands　with　the　Third

Force，　and　thus　created　the　momentum　which　would　bting　about　the

Fujian　People’s　Revolutionary　Government（福建人民革命政府），　the　Xian

Incident，　and　the　Anti　Japanese　United　Front．
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